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任
に
あ
た
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坂
出
市
長
　
綾
　
宏

　
市
民
の
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、市
政
の
重
責
を
担
う
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
の
信
条
は「
市
民
本
位
」「
市
民
参
加
」「
市
民
対
話
」に
よ
る
市
政

運
営
と
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。市
民
の
誰
も
が「
坂
出
に
生
ま
れ
て

よ
か
っ
た
」「
坂
出
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」と
実
感
で
き
る
た
め
に
、坂
出
に

夢
と
元
気
を
取
り
戻
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、真
に
市
民
の
望
ん
で
い
る
政
策
な
の
か
、市
民
の
素
朴
な
疑
問

に
耳
を
傾
け
、政
策
そ
の
も
の
も
見
直
す
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。具
体
的

に
は
、「
公
」に
お
け
る
事
業
の
仕
分
け
を
再
考
し
、そ
の
た
め
の
行
政
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
は
、行
財
政
改
革
を
堅
持
し

な
が
ら
も
、市
民
要
望
の
強
い
も
の
は
見
直
し
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
ず
、「
安
心
」で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
市
立
病
院
の
存
続
。安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
。災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
。障
害
者
や
高
齢

者
、子
ど
も
た
ち
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
。こ
れ
ら
を
着
実
に
進
め
、具
現

化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、「
元
気
」で
あ
り
ま
す
。

　
企
業
誘
致
や
地
元
企
業
製
品
、農
林
水
産
物
の
積
極
的
な
活
用
に
よ

り
、地
産
地
消
を
推
進
し
、商
店
街
な
ど
中
心
市
街
地
へ
の
集
客
と
賑
わ

い
を
取
り
戻
す
と
と
も
に
、あ
わ
せ
て
関
係
団
体
や
機
関
と
の
連
携
強
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、「
信
頼
」で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
生
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
ま
す
。市
民
が
市
政
に
参
加
で

き
る
体
制
を
構
築
し
、市
民
本
位
の
市
政
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
に
は
坂
出
市
長
と
し
て
、市
民
を
守
り
、坂
出
市
を
発
展
さ
せ
て
い

く
義
務
と
責
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。市
民
の
衆
知
を
結
集
し
、信
念

を
貫
き
、市
民
の
望
む
市
政
実
現
に
邁
進
し
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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お知らせ

長寿医療制度（後期高齢者医療制度）のお知らせ長寿医療制度（後期高齢者医療制度）のお知らせ
被保険者証の送付について被保険者証の送付について被保険者証の送付について

被保険者証は被保険者証は被保険者証は
　カードサイズで「黄色」です。紛失等には十分ご注意ください。
　※宛名等を記載している台紙から、被保険者証部分をはがしてご使用ください。

　香川県後期高齢者医療広域連合では、被保険者証の有効期間を原則、毎年 8月1日から7月31日までの 1 年間
と定めています。現在、被保険者のみなさまがお持ちの被保険者証は、７月末で有効期限が満了となります。
　そのため、8月からご使用いただく新たな被保険者証を被保険者１人に１枚ずつ「特定記録郵便」で7月17日（金）
以降「黄色の封筒」でお届けします。「特定記録郵便」は郵便局の配達員が配達した日時を記録する郵便です。
　※7 月 28 日（火）以降、被保険者証がお手元に届かない場合は、配達状況を確認しますので、市保健課長寿医
　　療担当窓口へお申し出ください。
　※香川県後期高齢者医療広域連合から、住民票に記載されている住所地へ送付します。送付先の変更等の個別対応
　　はできませんので、住所地以外への送付をご希望のかたは、事前にお近くの郵便局へ転送の届出を行ってください。

　被保険者証等に記載されている内容に間違いがないか確認してください。（記載内容は、7 月 1日現在の情報を基に県
下一括で作成されていますので、その後変更があったかたは、市保健課長寿医療担当窓口へお申し出ください。）

　長寿医療制度の保険料は、被保険者の平成 20 年中の所得に応じて決まる「所得割額」と被保険者が等しく負
担する「均等割額」の合計額となります。被保険者のかたには、7月中旬に保険料額決定通知書を送付します。

　現在お持ちの被保険者証は、8月1日以降は使用できませんので、市保健課長寿医療担当窓口までお返しください。

平成21年度長寿医療保険料額が決定されます平成21年度長寿医療保険料額が決定されます平成21年度長寿医療保険料額が決定されます

　平成２１年１０月以降は、確定した年間保険料額から仮徴収された額を差し引いた残りの保険料が天引きされます。
平成 21年 4月以降、保険料が年金天引き（仮徴収）されたかた

■詳しくは、市保健課（☎44･5006）（被保険者証に関すること）
 　   市税務課（☎44･5004）（保険料に関すること）
 　   香川県後期高齢者医療広域連合事務局 （☎087･811･1866）（制度全般に関すること）へ

　

被保険者証を受け取ったら被保険者証を受け取ったら被保険者証を受け取ったら

有効期限の切れた被保険者証の返還は有効期限の切れた被保険者証の返還は有効期限の切れた被保険者証の返還は

・納付書または口座振替により納付されるかた（普通徴収）
　年間の保険料額を8期に分けて納付していただきます。
・平成 21 年 10月支給分の年金から保険料の天引きが開始されるかた
　7月から9月までの期間は、納付書または口座振替により保険料を納付していただき、
　10月、12月、2月支給分の年金から残りの保険料が天引きされます。

上記以外のかた

　保険料が年金から天引き（特別徴収）されているかたで、口座振替による納付をご希望のかたは市税務課
市民税係へお申し出ください。
　※納付方法を口座振替に変更しても、納付していただく保険料の総額は変わりません。
　※市指定金融機関等に口座振替依頼書を提出していただき、その本人控を市税務課市民税係へご持参ください。

◆納付方法の変更について◆
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　　8月 2日（日）9：45～
　　坂出市カヌー研修センター
　　1,０００円
　　7月12日（日）～25日（土）（月曜・祝祭日休館）

レジャー

さぁ、待ちに待った夏休み！

今回は夏休みに、家族や友達同士で参加できる

市内の施設・イベント情報を集めました。

夏の思い出作りにでかけよう！！

さぁ、待ちに待った夏休み！

今回は夏休みに、家族や友達同士で参加できる

市内の施設・イベント情報を集めました。

夏の思い出作りにでかけよう！！

さぁ、待ちに待った夏休み！

今回は夏休みに、家族や友達同士で参加できる

市内の施設・イベント情報を集めました。

夏の思い出作りにでかけよう！！

さぁ、待ちに待った夏休み！

今回は夏休みに、家族や友達同士で参加できる

市内の施設・イベント情報を集めました。

夏の思い出作りにでかけよう！！

見学

市体育課　☎44・5025市体育課　☎44・5025

香川県埋蔵文化財センター　☎48・2191香川県埋蔵文化財センター　☎48・2191

市カヌー研修センター　☎48・1885市カヌー研修センター　☎48・1885

　　7月 27日（月）　8：30～ 16：30
　　市内の小学校に在学している児童とその保護者
　　40名（抽選）
 コース　香川県埋蔵文化財センター→吉原食糧（株）→
　　　　瀬戸大橋記念公園→四国電力→坂出市消防署
　　坂出市役所
　　無料
 準備物　弁当、水筒
　　7月10日（金）必着　
　　はがきに住所、児童名（学校名・学年）、
　　同伴の保護者名、電話番号を明記の上、下記まで。
　　　〒762-8601　坂出市室町二丁目3番 5号
　　　坂出市秘書課宛

夏のイベント特集のイベント特集夏のイベント特集夏のイベント特集

夏休み市政バス夏休み市政バス夏休み市政バス

まんでがんキャンプ　in summerまんでがんキャンプ　in summerまんでがんキャンプ　in summer

番の州プール番の州プール番の州プール
第32回 
坂出市親子・一般カヌー教室
第32回 
坂出市親子・一般カヌー教室
第32回 
坂出市親子・一般カヌー教室

キャンプ

　　

　　8月 3日（月）・4日（火）・5日（水）・
　　6日（木）・7日（金）
　　10：00～ 12：00
　　中讃流域下水道　大束川浄化センター
　　小学生（保護者同伴）
　　各日20組 40人（先着順）
　　7月24日（金）までに電話またはＦＡＸにて。
　　（空きがあれば前日まで受付します。）

夏休み親子下水道見学会夏休み親子下水道見学会夏休み親子下水道見学会

　　8月7日（金）～ 8日（土）　
　　国営讃岐まんのう公園（まんのう町）
　　小学生・スタッフとして中学生以上の青年
　　小学生 24人（応募者多数の場合は抽選）
　　市立体育館
　　2,500円
　　7月13日（月）までに電話にて。

香川県埋蔵文化財センター香川県埋蔵文化財センター香川県埋蔵文化財センター

学ぶ

大束川浄化センター　☎46・2016
　　　　　　　　　      46・2046
大束川浄化センター　☎46・2016
　　　　　　　　　      46・2046Fax

市秘書課　☎44・5000市秘書課　☎44・5000

市社会教育課　☎44・5026市社会教育課　☎44・5026

集

時

時

場

対
定

料

料

　　全長 260ｍの流水プールと25ｍプール、
　　幼児用プールを完備。
　　7/11（土）～ 8/24（月）
　　平  日  10：00～ 17：30（入場は17：00まで）
　　日・祝    9：30～ 17：30（入場は17：00まで）
　　大人 350円   中高生 200円   小学生 150円
　　

時

料

申

時

場
対
定

　　7月 18日（土）～ 8月31日（月）休館日なし
　　9：00～ 17：00
　　香川県埋蔵文化財センター　
 内容　展示会「あ、古墳へ行ってみよう。」
　　　遺跡の自由研究サポートデスク
　　無料

時

場

料

時
場
対
定

料
申

申

申
　　
　　7/31（金）10：00～ 16：00時

さかいで大橋まつり協賛行事
無料開放

集
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体験

　　7月22日（水）　9：30～ 12：00
　　塩業資料館・日本海水工場見学
　　小学生（３年生以下は保護者同伴）
　　25人（先着順）
　　無料
　　7月3日（金）～15日（水）に電話にて。

塩業資料館見学・日本海水工場見学塩業資料館見学・日本海水工場見学塩業資料館見学・日本海水工場見学

　　7月30日（木）　10：00～ 11：00
　　図書館
　　小学校低学年　（保護者同伴）
　　親子 10組（先着順）
　　7月 30日（木）　11：00～ 12：00
　　図書館
　　小学校高学年
　　10人（先着順）

はりがねで作る昆虫ランドはりがねで作る昆虫ランドはりがねで作る昆虫ランド

　　8月5日（水）10：30～ 15：00
　　図書館
　　親子 20組（先着順）

伝承手づくりおもちゃ教室伝承手づくりおもちゃ教室伝承手づくりおもちゃ教室

　　7月25日（土）　9：30～ 11：30
　　勤労福祉センター
　　小学生（４年生以下は保護者同伴）
　　25人（先着順）
　　200円
　　7月3日（金）～17日（金）に電話にて。

わくわく科学教室「子ども科学オリンピック」わくわく科学教室「子ども科学オリンピック」わくわく科学教室「子ども科学オリンピック」

市内の家庭から排出される資源ごみ（ビンやペットボトルな
ど）を材料として、再利用しやすくするための処理施設。
坂出のリサイクルの拠点です。

　　8月4日（火）　9：30～ 12：00
　　中央公民館
　　小学生（３年生以下は保護者同伴）
　　25人（先着順）
　　無料
　　7月3日（金）～24日（金）に電話にて。

郷土資料館見学・鎌田共済会郷土博物館見学郷土資料館見学・鎌田共済会郷土博物館見学郷土資料館見学・鎌田共済会郷土博物館見学

　　7月29日（水）　9：30～ 12：00
　　リサイクルプラザ
　　小学生（３年生以下は保護者同伴）
　　ガラス工房   10 人、古着工房   20 人（先着順）
　　ガラス工房　無料、   古着工房　約 400円
　　7月3日（金）～17日（金）に電話にて。

リサイクルプラザ見学・リサイクル手作り体験教室リサイクルプラザ見学・リサイクル手作り体験教室リサイクルプラザ見学・リサイクル手作り体験教室

「とらまる人形劇団公演
　　おはなし出てこい　人形劇の世界へ」
　　7月 26日（日）11：00～人形劇鑑賞
 〃 　 13：30～人形劇鑑賞とワークショップ
　　ユープラザうたづ（宇多津町）
　　各大人 50人（子ども同伴可）（先着順）

「子どもたちに未来の学力を
　フィンランドの学力観に学べ」講師　福田　誠治
　　8月 26日（水）13：30～
　　ユープラザうたづ（宇多津町）
　　大人 100人（先着順）

リサイクルプラザリサイクルプラザリサイクルプラザ

わくわく   さかいでっこ探検隊わくわく   さかいでっこ探検隊わくわく   さかいでっこ探検隊！！！！！！
市社会教育課　☎44・5026市社会教育課　☎44・5026

リサイクルプラザ　☎44・２３２０リサイクルプラザ　☎44・２３２０

　　火曜～金曜日　9：00～ 16：30（要申込）
　　リサイクルプラザ５階市民工房
　 
　 サンドブラスト・石鹸作り　　　 小学生以上（小学生は保護者同伴）
 　環境パソコン体験
　　　 小学生以上
 　とんぼ玉作り・ボトルクラフト
　　　 中学生以上

図書館
大橋記念図書館　☎45・6677大橋記念図書館　☎45・6677

※このほかにも行事がたくさん。詳しくは22ページを見てね。

家庭科の宿題や自由研究など
で、布（パジャマ・刺しゅう・袋・
小物類など）の作り方にお悩み
のかたはご連絡ください。

集 …集合場所 申 …申込　　料…料金定 …定員対 …対象者場 …場所時 …時間

読書支援ボランティア養成講座開催読書支援ボランティア養成講座開催読書支援ボランティア養成講座開催
ボランティア活動に興味があるかたへボランティア活動に興味があるかたへボランティア活動に興味があるかたへ

作品例

すべて申込が必要です。７月１日（水）より図書館受付にて。

時
場
対
定
料
申

時
場

場

対

対

対

対

定

定

時

時

場
場

定

時

場

料
申

申

時
場
対
定
料
申

時
場
対
定
料
申

時

時

時

対

対
定

定

定

場

場
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地
域
の
人
び
と
と
ふ
れ
あ
い
た
い
子
育

て
奮
闘
中
の
か
た
、
子
育
て
の
知
恵
を
次

世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
か
た
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

内
容

・
伝
承
あ
そ
び　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
た
ん
ぽ

　

ぽ
」
に
よ
る
お
手
玉
遊
び
、
わ
ら
べ
う
た

・
育
児
相
談　

・
親
子
あ
そ
び　

・
情
報
交
換　

・
地
域
の
か
た
と
の
お
話　
　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
、
各
地

区
の
お
母
さ
ん
た
ち
で
結
成
し
た
子
育

て
サ
ー
ク
ル
で
は
、
育
児
に
つ
い
て
の

相
談
や
、
子
ど
も
同
士
・
親
同
士
の
ふ

れ
あ
い
や
情
報
交
換
等
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・
坂
出
子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

   （
み
ど
り
保
育
園
内
） （
☎
44
・
3
9
3
0
）

・
き
ん
か
子
育
て
ふ
れ
あ
い
教
室

   （
金
花
保
育
園
内
）（
☎
46
・
8
7
4
7
）

■
詳
し
く
は
、

　

市
社
会
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

（
☎
44
・
5
0
0
7　

内
線
1
6
7
）へ

対
象
者

心
身
障
害
者
・
母
子
家
庭
等
・
乳
幼
児
医

療
費
助
成
の
受
給
者

　

７
月
下
旬
に
新
し
い
受
給
資
格
者
証
を

送
付
し
ま
す
。
有
効
期
限
が
経
過
し
た
受

給
資
格
者
証
は
、
市
保
健
課
へ
お
返
し
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
対
象
の
か

た
は
、
現
在
の
受
給
資
格
者
証
を
継
続
し

て
お
使
い
く
だ
さ
い
。（
有
効
期
限
が
、
乳

幼
児
医
療
費
助
成
対
象
の
終
期
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
）

※

受
給
資
格
者
証
の
記
載
事
項
の
誤
り
や

加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
（
被
保
険
者

証
）
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
市
保
健
課

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※

心
身
障
害
者
お
よ
び
母
子
家
庭
等
医
療

費
助
成
に
つ
い
て
は
、
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
。
該
当
す
る
か
た
に
は
、「
受
給
資
格

停
止
通
知
」
を
送
付
し
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
市
保
健
課
保
険
医
療
係

（
☎
44
・
5
0
0
6　

内
線
1
9
9
）へ

●
手
話
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

今
年
度
の
成
人
式
に
お
い
て
手
話
通
訳

を
し
て
く
だ
さ
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

心
温
ま
る
感
動
の
瞬
間
を
一
緒
に
作
り
上

げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

今
年
度
の
成
人
式
に
参
加
さ
れ

る
成
人
の
か
た

市
内
在
住
の
高
校
生
以
下
の
学
生
の
か
た

市
内
在
住
の
18
才
以
上
30
才
未
満
の
か
た

　

募
集
人
数　

数
人

●
成
人
式
受
付
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

今
年
度
の
成
人
式
に
お
い
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
受
付
等
を
し
て
く
だ
さ
る
10
代

の
か
た
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
成
人

式
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
、
一
足
先
に
成
人

式
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

対
象　

市
内
在
住
・
通
勤
・
通
学
の
10

　

代
の
か
た

　

募
集
人
数　

数
人

　

申
込
締
切　

平
成
21
年
10
月
30
日
㈮

■
詳
し
く
は
、
市
社
会
教
育
課

（
☎
44
・
5
0
2
6
）へ

７
月
26
日
㈰

　

坂
出
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
（
高
松
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
）

　
　

午
前
７
時
30
分
〜

７
月
31
日
㈮

　
番
の
州
プ
ー
ル
無
料
開
放
（
番
の
州
プ
ー
ル
）　

　
　

午
前
10
時
〜

　

前
夜
祭
（
駅
前
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
広
場
）

　
　

午
後
６
時
〜

８
月
１
日
㈯

　

瀬
戸
大
橋
パ
レ
ー
ド
（
駅
前
通
り
）

　
　

午
後
４
時
〜

　

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
（
駅
前
通
り
）

　
　

午
後
５
時
30
分
〜

　

総
お
ど
り

　
（
駅
前
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
広
場
・
駅
前
通
り
ほ
か
）

　
　

午
後
７
時
〜
９
時

　

土
曜
デ
ー
（
商
店
街
）

　
　

午
後
２
時
〜
９
時

　

海
上
花
火
大
会
（
坂
出
港
）

　
　

午
後
９
時
30
分
〜
10
時

８
月
２
日
㈰

　

坂
出
市
民
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

　
　
　
　
　

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
（
瀬
戸
大
橋
記
念
公
園
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

　
　
　
　
　
　
　

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
）

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　

太
鼓
台
競
演
（
駅
前
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
広
場
周
辺
）

　
　

午
後
６
時
〜
９
時

■
詳
し
く
は
、
市
商
工
観
光
課

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
44
・
5
0
1
5
）へ

第
44
回
さ
か
い
で

　
　
　
　
　
大
橋
ま
つ
り

第
44
回
さ
か
い
で

　
　
　
　
　
大
橋
ま
つ
り

第
44
回
さ
か
い
で

　
　
　
　
　
大
橋
ま
つ
り

2
0
1
0
年
成
人
式

　
　
　
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

2
0
1
0
年
成
人
式

　
　
　
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

2
0
1
0
年
成
人
式

　
　
　
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

第
15
回
一
日
子
育
て

           

支
援
セ
ン
タ
ー

第
15
回
一
日
子
育
て

           

支
援
セ
ン
タ
ー

第
15
回
一
日
子
育
て

           

支
援
セ
ン
タ
ー

福
祉
医
療
費
助
成
を

受
け
ら
れ
て
い
る
か
た
へ

福
祉
医
療
費
助
成
を

受
け
ら
れ
て
い
る
か
た
へ

福
祉
医
療
費
助
成
を

受
け
ら
れ
て
い
る
か
た
へ

2009 年太鼓台
競演カレンダー
発売中（500 円）

お知らせ

日
時

７
月
14
日
㈫

７
月
15
日
㈬

９
月
９
日
㈬

９
月
15
日
㈫

９
月
29
日
㈫

10
月
６
日
㈫

10
月
９
日
㈮

10
月
14
日
㈬

10
月
22
日
㈭

10
月
29
日
㈭

11
月
11
日
㈬

11
月
18
日
㈬

11
月
24
日
㈫

場
所

瀬
居
西
浦
公
民
館

金
山
集
会
所

松
山
公
民
館

南
部
公
民
館

西
庄
公
民
館

東
部
老
人
い
こ
い
の
家

加
茂
公
民
館

府
中
公
民
館

櫃
石
公
民
館

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

林
田
公
民
館

川
津
老
人
い
こ
い
の
家

王
越
保
健
セ
ン
タ
ー 
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アリモドキゾウムシ
（大きさ約6mm）

イモゾウムシ
（大きさ約4mm）

７
月
は
強
調
月
間
で
す

〜
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
を
支
え
よ
う
〜

　

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
が
起
こ
る

の
を
未
然
に
防
い
だ
り
、
罪
を
犯
し
た
人

た
ち
が
立
ち
直
る
こ
と
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
た
り
と
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協
力
し
て
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

立
ち
直
り
（
更
生
）
に
は
、
本
人
の
意

欲
だ
け
で
な
く
、
本
人
を
取
り
巻
く
地
域

社
会
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
す

べ
て
の
人
が
共
に
生
き
ら
れ
る
社
会
を
目

指
し
て
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら
考

え
ま
し
ょ
う
。

■
詳
し
く
は
、　

市
社
会
福
祉
課

（
☎
44
・
5
0
0
7
）へ

対
象
地
区　

本
町
・
元
町
・
京
町
・
室
町
・

旭
町
・
笠
指
町
・
谷
町
・
江
尻
町
・
川
津
町
・

神
谷
町
・
高
屋
町
・
青
海
町
の
各
町
の
一
部

　

※

対
象
者
に
は
、
事
前
に
は
が
き
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期
間　

7
月
6
日
㈪
〜
24
日
㈮

取
替
業
者　

市
内
指
定
給
水
装
置
工
事

　

 

　
　

業
者

費
用　

無
料

■
詳
し
く
は
、　

市
水
道
局
監
理
課
業
務
係

（
☎
46
・
4
3
0
0
）へ

　

沖
縄
県
、
奄
美
群
島
、
ト
カ
ラ
列
島
お
よ

び
小
笠
原
諸
島
に
は
本
市
特
産
の
サ
ツ
マ
イ

モ
に
大
き
な
被
害
を
与
え
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ

ウ
ム
シ
等
の
害
虫
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
植
物
防
疫
法
に
よ
り
、
こ

れ
ら
の
害
虫
お
よ
び
そ
の
寄
主
と
な
る
植

物
の
移
動
が
禁
止
ま
た
は
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
沖
縄
県
等
か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ

を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、
神
戸
植
物
防
疫
所
坂
出
支
所

（
☎
46
・
4
1
0
8
）へ

　

番
の
州
プ
ー
ル
使
用
料
は
、
ス
ラ
イ
ダ
ー
施

設
が
現
状
の
ま
ま
で
は
使
用
で
き
な
い
た
め
、

平
成
21
年
度
か
ら
ス
ラ
イ
ダ
ー
施
設
を
改
善
で

き
る
ま
で
の
間
、
使
用
料
を
減
額
し
ま
す
。

現
在　

大
人
４
５
０
円

　

中
高
生
３
０
０
円　

小
学
生
２
５
０
円

改
定
後　

大
人
３
５
０
円

　

中
高
生
２
０
０
円　

小
学
生
１
５
０
円

■
詳
し
く
は
、
市
体
育
課

（
☎
44
・
5
0
2
5
）へ

　

坂
出
市
情
報
公
開
条
例
第
26
条
の
規
定

に
よ
り
、
平
成
20
年
度
の
行
政
文
書
の
公

開
の
実
施
状
況
を
公
開
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

■
詳
し
く
は
、
市
総
務
課

（
☎
44
・
5
0
0
2
）へ

 　

坂
出
市
個
人
情
報
保
護
条
例
第
52
条
の

規
定
に
よ
り
、
平
成
20
年
度
の
個
人
情
報

の
開
示
等
の
実
施
状
況
を
公
開
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
詳
し
く
は
、
市
総
務
課

（
☎
44
・
5
0
0
2
）へ

 　

映
画「
も
の
の
け
姫
」の
主
題
歌
を
歌
っ

た
米
良  

美
一
氏
を
講
師
に
、
あ
り
の
ま

ま
の
自
分
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
輝
き
を

講
演
と
歌
を
通
し
て
お
届
け
し
ま
す
。

日
時　

7
月
30
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

会
場　

市
民
ホ
ー
ル　

入
場
料　

無
料

●
ブ
ロ
ッ
ク
集
会

　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

●
人
権
講
演
会
（
講
演
と
歌
）　

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　

講
師　

米
良　

美
一　

氏
（
歌
手
）

テ
ー
マ

「
生
き
な
が
ら　

生
ま
れ
変
わ
る
」

（
要
約
筆
記
あ
り
）

　

♪
も
の
の
け
姫

　

♪
花
〜
す
べ
て
の
人
の
心
に
花
を

　

♪
ヨ
イ
ト
マ
ケ
の
唄

■
詳
し
く
は
、
市
人
権
課

（
☎
44
・
5
0
0
8
）へ

病
害
虫
の
ま
ん
延
防
止
に

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

病
害
虫
の
ま
ん
延
防
止
に

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

病
害
虫
の
ま
ん
延
防
止
に

　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

水
道
メ
ー
タ
ー
の

   

一
斉
取
替
え
に
つ
い
て

水
道
メ
ー
タ
ー
の

   

一
斉
取
替
え
に
つ
い
て

水
道
メ
ー
タ
ー
の

   

一
斉
取
替
え
に
つ
い
て

第
59
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

第
59
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

第
59
回

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

番
の
州
プ
ー
ル
使
用
料
の

           

改
定
に
つ
い
て

番
の
州
プ
ー
ル
使
用
料
の

           

改
定
に
つ
い
て

番
の
州
プ
ー
ル
使
用
料
の

           

改
定
に
つ
い
て

個
人
情
報
の

　
　
　
　
開
示
等
の
状
況

個
人
情
報
の

　
　
　
　
開
示
等
の
状
況

個
人
情
報
の

　
　
　
　
開
示
等
の
状
況

人
権
を
守
る

坂
出
・
綾
歌
ブ
ロ
ッ
ク
集
会

人
権
を
守
る

坂
出
・
綾
歌
ブ
ロ
ッ
ク
集
会

人
権
を
守
る

坂
出
・
綾
歌
ブ
ロ
ッ
ク
集
会

情
報
公
開
の
状
況

情
報
公
開
の
状
況

情
報
公
開
の
状
況

よ
し
か
ず

め  

ら

お知らせ

公
開
請
求
の
件
数

73
件

全
部
公
開
決
定
の
件
数

26
件

一
部
公
開
決
定
の
件
数

49
件

非
公
開
決
定
の
件
数

8
件

公
開
申
出
の
件
数

10
件

内　訳個
人
情
報
取
扱
事
務
の
登
録
件
数

479 
件

全
部
開
示
決
定
の
件
数

6
件

一
部
開
示
決
定
の
件
数

0
件

不
開
示
決
定
の
件
数

0
件

開
示
請
求
の
件
数

訂
正
請
求
の
件
数

利
用
停
止
請
求
の
件
数

0
件

0
件

6
件

内　訳
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長
寿
手
帳
と
は
、
香
川
県
が
発
行
し
て

い
る
手
帳
で
、
65
歳
以
上
の
か
た
が
取
得

で
き
ま
す
。

　

長
寿
手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
左
記

の
施
設
へ
無
料
で
入
場
（
入
園
）
で
き
ま

す
。

・
県
立
栗
林
公
園

・
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

・
県
立
東
山
魁
夷
せ
と
う
ち
美
術
館

　

平
成
21
年
７
月
か
ら
新
た
に
65
歳
に
な

ら
れ
る
か
た
を
対
象
に
、
６
月
末
に
介
護

保
険
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
送
付
い
た
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

写
真
を
貼
付
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
65
歳
以
上
の
か
た
で
ま
だ
お
持

ち
で
な
い
か
た
は
、
市
高
齢
介
護
課
、
各

出
張
所
ま
た
は
坂
出
駅
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
詳
し
く
は
、
市
高
齢
介
護
課
高
齢
福
祉
係

（
☎
44
・
5
0
9
0　

内
線
3
6
1
）へ

　

非
正
規
労
働
者
の
か
た
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
機
能
お
よ
び
失
業
し
た
か
た
に
対

す
る
再
就
職
支
援
機
能
の
強
化
を
重
点

に
、
雇
用
保
険
制
度
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

●
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト

 

・　

短
時
間
就
労
者
や
派
遣
労
働
者
の
か
た

の
雇
用
保
険
の
適
用
基
準
を
、
雇
用
見

込
み
１
年
以
上
か
ら
６
ヵ
月
以
上
に
緩
和

し
ま
し
た
。

 

・　

労
働
契
約
が
更
新
さ
れ
な
か
っ
た
た
め

に
離
職
し
た
有
期
契
約
労
働
者
の
か
た
の

受
給
資
格
要
件
を
、
12
ヵ
月
の
被
保
険
者

期
間
か
ら
６
ヵ
月
に
緩
和
し
ま
し
た
。

 

・　

失
業
等
給
付
に
係
る
雇
用
保
険
料
率

を
、１
．２
％
の
労
使
折
半
か
ら
０
．８
％

へ
今
年
度
に
限
り
引
き
下
げ
ま
し
た
。

 

・　

倒
産
や
解
雇
等
に
よ
っ
て
離
職
し
た

か
た
を
対
象
に
、
年
齢
や
地
域
を
考
慮

し
て
特
に
再
就
職
が
困
難
な
場
合
は
、

個
別
に
給
付
日
数
を
60
日
分
延
長
し
ま

す
。

 

・　

早
期
に
再
就
職
し
た
場
合
に
支
給
さ

れ
る
「
再
就
職
手
当
」
の
受
給
要
件
を

緩
和
し
、
給
付
率
を
30
％
か
ら
40
％
ま

た
は
50
％
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

 

・　

就
職
が
困
難
な
か
た
が
、
安
定
的
な

職
業
に
つ
い
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る「
常

用
就
職
支
度
手
当
」
の
支
給
対
象
を
拡

大
し
、
給
付
率
を
30
％
か
ら
40
％
に
引

き
上
げ
ま
し
た
。

■
詳
し
く
は
、
香
川
労
働
局
職
業
安
定
課

（
☎
0
8
7
・
8
1
1
・
8
9
2
2
）へ

　

毒
物
劇
物
に
は
、
工
業
薬
品
や
農
薬
、

試
薬
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
も
の
が
あ

り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
身
近
な
場
所
で

有
用
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
吸
飲
や
接
触
に
よ
っ
て
中

毒
に
な
る
な
ど
の
危
険
性
も
併
せ
持
っ

て
い
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

危
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ

う
。

必
要
以
上
の
毒
物
劇
物
は
購
入
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

購
入
す
る
場
合
は
、
法
に
定
め
ら
れ
た

手
続
き
が
必
要
で
す
。
毒
物
劇
物
は
、
販

売
業
の
登
録
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
販
売

し
た
り
譲
っ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

鍵
の
か
か
る
場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

盗
難
、
紛
失
の
場
合
は
、
直
ち
に
警
察

署
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
誤
飲
事
故
を

防
ぐ
た
め
、
飲
食
物
の
容
器
に
移
し
替
え

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ラ
ベ
ル
を
読
ん
で
正
し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

万
一
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
直

ち
に
医
療
機
関
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

廃
棄
時
は
、
毒
物
劇
物
に
該
当
し
な
い
も

の
に
処
理
し
て
、
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

自
己
処
理
が
で
き
な
い
場
合
は
、
有

償
で
知
事
の
認
可
を
受
け
た
廃
棄
物
処

理
業
者
に
委
託
し
、
適
正
に
廃
棄
し
ま

し
ょ
う
。

■
詳
し
く
は
、
県
中
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
24
・
9
9
6
4
）へ

（現物は名刺サイズで二つ折りです）

お知らせ

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　

長
寿
手
帳

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　

長
寿
手
帳

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
　
　
　
　

長
寿
手
帳

雇
用
保
険
制
度
が

　
　
　
　

変
わ
り
ま
し
た

雇
用
保
険
制
度
が

　
　
　
　

変
わ
り
ま
し
た

雇
用
保
険
制
度
が

　
　
　
　

変
わ
り
ま
し
た

毒
物
劇
物
に
よ
る
危
害
の

　
　

発
生
防
止
の
た
め
に

毒
物
劇
物
に
よ
る
危
害
の

　
　

発
生
防
止
の
た
め
に

毒
物
劇
物
に
よ
る
危
害
の

　
　

発
生
防
止
の
た
め
に

坂出市
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〜
自
助
・
共
助
の
備
え
を

点
検
し
ま
し
ょ
う
〜

　

７
月
15
日
か
ら
21
日
は
県
民
防
災
週
間

で
す
。
期
間
中
、
県
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

防
災
関
連
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
香
川

県
防
災
対
策
基
本
条
例
の
制
定
か
ら
３

年
、
こ
の
機
会
に
防
災
に
つ
い
て
考
え
み

ま
し
ょ
う
。

●
県
民
防
災
週
間
２
０
０
９
シ
ン
ポ
ジ

　

ウ
ム

日
時　

７
月
15
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
場　

か
が
わ
国
際
会
議
場

（
高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト
）

内
容　

・
基
調
講
演
「
地
球
温
暖
化
の
進
行
と
水

　

災
害
の
頻
発
・
激
化
」

　
　
　
　
　

関
西
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
田　

惠
昭　

氏

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

テ
ー
マ
「
平
成
16
年
台
風
災
害
の
教
訓

　

と
課
題
」

●
夏
休
み
親
子
防
災
教
室

日
時　

７
月
20
日
㈷

会
場　

香
川
県
防
災
セ
ン
タ
ー（
高
松
市
）

内
容　

防
災
工
作
教
室
、
消
防
車
体
験
乗

　
　
　

車
等

■
詳
し
く
は
、
県
防
災
局
危
機
管
理
課

　

危
機
管
理
・
南
海
地
震
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
８
７
・
８
３
２
・
３
１
１
１
）へ

　

８
月
の
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
に
合
わ
せ

て
、
四
国
４
県
で
第
７
回
「
88
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ

ー
ク
四
国
」
を
開
催
し
ま
す
。
早
朝
１
時
間
程

度
で
希
望
の
コ
ー
ス
を
歩
き
な
が
ら
清
掃
し
、

み
ん
な
で
道
路
を
快
適
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

８
月
８
日
㈯

　
　
　

午
前
６
時
〜
（
１
時
間
程
度
）

コ
ー
ス
（
香
川
県
）

・
自
由
コ
ー
ス　

あ
な
た
の
近
く
の
道
を

　

早
朝
２
㎞
程
度
歩
き
な
が
ら
清
掃
。

・
モ
デ
ル
コ
ー
ス

　

①
に
ぎ
わ
い
コ
ー
ス　

道
路
清
掃
を
し

　

な
が
ら
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
（
高
松
市
）
へ

　

午
前
７
時
に
集
合
。

　

②
小
中
学
生
コ
ー
ス　

参
加
校
が
決
め

　

る
コ
ー
ス
。
（
学
校
単
位
で
の
申
込
）

申
込　
葉
書
ま
た
は
F
A
X
か
メ
ー
ル
で
、
住

所
、
代
表
者
の
氏
名
、
参
加
人
数
、
電
話
番
号
、

コ
ー
ス
名
と
集
合
場
所
を
明
記
し
左
記
ま
で
。

〒
7
6
0-

0
0
1
9   

高
松
市
サ
ン
ポ
ー
ト

２

－

１　

シ
ン
ボ
ル
タ
ワ
ー
17
階

「
88
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
四
国
」
事
務
局

　

F
A
X  

（
☎
0
8
7
・
8
2
1
・
3
5
1
2
）

　

メ
ー
ル  88w

alk@
skr.m

lit.go.jp

締
切　

７
月
28
日
㈫
必
着

※

清
掃
用
具
は
各
自
で
用
意
。
自
由
コ
ー
ス

の
ご
み
処
理
は
、
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

■
詳
し
く
は
、

「
88
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
四
国
」
事
務
局

（
☎
0
8
7
・
8
2
1
・
3
5
1
0
）へ

　

「
公
的
機
関
の
よ
う
な
名
称
の
団
体
か

ら
、
『
民
事
訴
訟
の
訴
状
が
提
出
さ
れ

た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
』
と
い
う
は
が
き
が
届
い
た
」
と

か
「
知
ら
な
い
業
者
か
ら
『
サ
イ
ト
料
金

を
滞
納
し
て
い
る
。
至
急
連
絡
く
だ
さ

い
』
と
い
う
メ
ー
ル
が
届
い
た
」
な
ど
の

相
談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
不
安
を
あ
お
っ
て
相
手
に
電

話
を
か
け
さ
せ
、
最
終
的
に
高
額
な
お
金

を
だ
ま
し
取
る
架
空
請
求
の
手
口
で
す
。

無
視
し
て
絶
対
に
連
絡
し
な
い
こ
と
。
不

安
な
と
き
や
判
断
に
困
っ
た
と
き
は
、
ま

ず
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
近
く
の
県
民
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
詳
し
く
は
、

　

香
川
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー   

    

（
☎
0
8
7
・
8
3
3
・
0
9
9
9
）

　

多
重
債
務
ヤ
ミ
金
融
専
用
相
談

（
☎
0
8
7
・
8
3
4
・
0
0
0
8
）へ

　

（
財
）日
本
遺
族
会
で
は
、
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業

は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
委
託
・
補
助
を

受
け
て
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大
戦
で

父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対

象
と
し
て
、
戦
没
者
の
遺
児
が
、
旧
戦

域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も

に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は

か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
等
の
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
地
域　

①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
②

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
③
中
国
、
④
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
⑤
ボ
ル
ネ
オ
・
マ

レ
ー
半
島
、
⑥
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
⑦
パ

ラ
オ
諸
島
、
⑧
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
⑨

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
⑩
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
⑪
沖

縄
、
⑫
台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
⑬
マ
ー

シ
ャ
ル
諸
島
、
⑭
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

参
加
資
格　

対
象
地
域
（
周
辺
の
公
海
上

　

も
含
む
）
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
児

費
用　

海
外
10
万
円　

沖
縄
5
万
円

申
込　

各
都
道
府
県
遺
族
会
事
務
局

■
詳
し
く
は
、

　

（
財
）
日
本
遺
族
会
事
業
課
事
業
係

（
☎
0
3
・
3
2
6
1
・
5
5
2
1
）へ

暑
中
お
見
舞
申
し
あ
げ
ま
す

暑
中
お
見
舞
申
し
あ
げ
ま
す

暑
中
お
見
舞
申
し
あ
げ
ま
す

　

市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
平
素
市

政
発
展
に
ご
尽
力
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

公
職
選
挙
法
の
う
え
か
ら
暑
中
お

見
舞
い
状
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

暑
さ
厳
し
い
折
、
ご
家
族
み
な
さ

ま
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

坂
　
出
　
市
　
長
　
　
綾
　
　
宏

坂
出
市
議
会
議
長
　
　
藤
川
　
亘

お知らせ

県
民
防
災
週
間
２
０
０
９

　

７
月
15
日
㈬
〜
21
日
㈫

県
民
防
災
週
間
２
０
０
９

　

７
月
15
日
㈬
〜
21
日
㈫

県
民
防
災
週
間
２
０
０
９

　

７
月
15
日
㈬
〜
21
日
㈫

88
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
四
国

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

88
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
四
国

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

88
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
四
国

　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

架
空
請
求
は
連
絡
せ
ず

　
　
　

無
視
し
ま
し
ょ
う

架
空
請
求
は
連
絡
せ
ず

　
　
　

無
視
し
ま
し
ょ
う

架
空
請
求
は
連
絡
せ
ず

　
　
　

無
視
し
ま
し
ょ
う

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
参
加
者
の
募
集

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
参
加
者
の
募
集

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
参
加
者
の
募
集
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自治会功労者表彰

　
平
成
21
年
度
の
坂
出
市
連
合
自
治
会

総
会
に
お
い
て
、
自
治
会
運
営
に
功
労

の
あ
っ
た
22
人
に
市
長
か
ら
感
謝
状
が
、

ま
た
、
26
人
に
市
連
合
自
治
会
長
か
ら

表
彰
状
が
、そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

市
連
合
自
治
会
長

表
彰
状
受
賞
者

市
連
合
自
治
会
長

表
彰
状
受
賞
者

市
連
合
自
治
会
長

表
彰
状
受
賞
者

市
長
感
謝
状
受
賞
者

市
長
感
謝
状
受
賞
者

市
連
合
自
治
会
役
員
名

市
連
合
自
治
会
役
員
名

市
連
合
自
治
会
役
員
名

市
連
合
自
治
会
役
員
名

校  

区
自
治
会
名

氏       

名

東
部
西
新
通
町

岡

崎

和

信

校  

区
自
治
会
名

氏       

名

西
部

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　
中
央

　
〃
　
東
部

林
田

松
山

御
供
所
北

内
浜
中

新
浜
三
区

新
浜
四
区

富
士
見
南

本
町
マ
ン
シ
ョ
ン

天
神

町

林
田
団
地

高
屋
町
上
屋
敷
西

蛭

子

光

久

豊

嶋

　

稠

古
川

　

渉

浜
田

英

雄

茨

　

良

德

岡
田

　

穗

大

西

　

弘

山
田

藤

春

松

浦

宣

章

●
永
年
功
労（
会
長
歴
10
年
）

校  

区
自
治
会
名

氏       

名

西
部

中
央

東
部

　
〃
　
金
山

　
〃
　

　
〃
　
林
田

　
〃
　
与
島

府
中

　
〃
　

緑

町

田

町

横
津
南

久
米
町
第
二

新
開
金
山

江
尻
町
中

ニュ
ー
タ
ウ
ン
江
尻

港
二
区

港
三
区

竹

浦

小

原

迯

田
吉

田

耕

一

西

谷

健
二

石 

井 

二
三
男

山

中

光

顯

若

谷

　

猛

山

下

恭

生

瀬

尾

康

昭

小

野

敏

雄

野

角

鎭

雄

大

前

英

夫

山

本

定

富

荒

井

安

孝

校  

区
自
治
会
名

氏       

名

西
部

　
〃
　

　
〃
　
中
央

　
〃
　
東
部

　
〃 　

〃

金
山

　
〃
　
西
庄

　
〃
　
林
田

　
〃
　
加
茂

　
〃
　
与
島

　
〃
　
府
中

　
〃
　
川
津

　
〃
　
松
山

　
〃
　
王
越

　
〃
　

新
浜
四
区

新
浜
三
区

西
通

中

宮
下
通

富
士
見
南

久
米
町
第
一

久
米
町
第
四

久
米
町
第
二

江
尻
町
中

大
池
町

　
庄
　

八
十

場

西
梶
川
向

港

一
区

下
氏
部
東

山
ノ
神
上

竹

浦

西
浦
南
一

本

村

弘
法
寺
中

小
山
団
地

東

山
西

大
屋
冨
町
谷
東

神
谷
町
第
四

西
分
第
二

木
沢
三
区
西

米 

田 

マ
ツ
ノ

多
田
羅  

善
　
弘

濵 

本 

美
智
子

中

山

弘

子

田

邉

昌

寛

宮

武

辰

彦

𠮷
田

　

勲

髙

都

孝

一

加

本

武

昌

井

上

　

勇

吉
川

　

隆

佐

野

正

彦

小

原

忠

美

堂

山

正

信

梶

野

初

枝

井

尻

寿

司

大

前

　

實

瀧

本

春

一

岡

野

謙

吾

髙

木

茂

義

二

場

晃

一

山

下

　

勉

山

下

幸

良

井

上

幸

夫

向

畑

照

男

金

生

雅

愛

役
職
名 

校 

区

氏       

名

会

長

副
会
長

　
〃
　

　
〃
　

会
計
監
事

　
〃
　

理

事

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

加

茂

中

央

川

津

東

部

松

山

林

田

西

部

金

山

西

庄

与

島

府

中

王

越
杉

﨑

正

則

小

濱

良

一

田

淵

康

之

中

河

哲

郎

冨
木
田 

　
慧

西

尾

憲

雄

浜
田

英

雄

中

村

　

毅

中

村

康

男

平

井

正

雄

尾

﨑

　

健

中

条

一

郎

役
職
名 

校 

区

氏       

名

会

長

副
会
長
・
会
計

副
会
長

書

記

監

査

監

査
川

津

林

田

松

山

中

央

加

茂

西

部

西

庄

瀬

居

府

中

櫃

石

金

山

王

越

東

部
矢

野

武

子

明
石

正

子

松

浦

佳

子

多
田
羅 

廣 

子

川 

本 

ミ
サ
ヲ

今

井

時

子

平

井

　

都

佐 

野 

伊
勢
子

上
原

チ

ヨ

東 

山 

美
枝
子

朝
日
奈
　
好
　
子

木

下

恵

子

柴
田

節

代

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
役
員
名

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
役
員
名

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
役
員
名

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
役
員
名

ー
平
成
21
年
度
ー

●
5
年
表
彰（
会
長
歴
5
年
）

●
特
別
永
年
功
労（
会
長
歴
20
年
）

（敬称略）
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平成21年度　自治会役員一覧 【一年間お世話になります！】
◇
御
供
所
北

　
正
　
蛭
子
　
光
久

　
副
　
川
崎
　
泰
弘

　
〃
　
網
野
　
末
博

　
〃
　
浜
本
　
良
市

　
〃
　
蛭
子
　
道
雄

　
〃
　
雷
　
　
正
男

◇
御
供
所
中
央

　
正
　
宮
本
　
和
彦

　
副
　
大
林
　
弘
毅

　
〃
　
坂
入
　
修
二

◇
御
供
所
東

　
正
　
竹
林
　
昭
三

　
副
　
前
川
　
昭
雄

　
〃
　
泉
　
　
忠
男

◇
緑
町

　
正
　
吉
田
　
耕
一

　
副
　
山
口
　
　
聖

　
〃
　
佐
藤
　
治
美

◇
常
盤
町

　
正
　
前
谷
　
義
朗

　
副
　
樋
口
　
大
和

　
〃
　
三
井
　
義
春

◇
西
大
浜
西
部

　
正
　
河
邊
　
　
功

　
副
　
田
邉
　
晶
彰

　
〃
　
森
高
　
浩
嗣

◇
田
尾

　
正
　
唐
渡
　
恒
幸

　
副
　
木
部
　
三
郎

◇
八
幡
団
地

　
正
　
太
田
　
次
郎

　
副
　
河
辺
　
秀
高

◇
内
浜
西

　
正
　
前
田
　
綾
子

　
副
　
米
澤
　
　
勇

　
〃
　
米
谷
　
元
一

　
〃
　
横
川
日
佐
夫

◇
内
浜
中

　
正
　
豊
嶋
　
　
稠

　
副
　
楠
　
　
正
和

　
〃
　
木
村
　
隆
則

◇
内
浜
東

　
正
　
渡
辺
　
恭
幸

　
副
　
楠
　
五
三
男

　
〃
　
米
澤
美
枝
子

　
〃
　
白
川
　
武
司

◇
此
花
西

　
正
　
和
唐
　
俊
範

　
副
　
岩
本
　
政
彦

　
〃
　
津
島
　
　
浩

◇
此
花
東

　
正
　
尾
崎
　
　
猛

　
副
　
三
野
田
　
勝

　
〃
　
三
木
　
　
進

◇
西
通
中

　
正
　
濵
本
　
國
夫

　
副
　
大
井
　
　
透

　
〃
　
新
谷
　
宗
雄

◇
西
通
三
区

　
正
　
藤
川
　
正
博

　
副
　
松
永
　
貞
一

◇
西
通
四
区

　
正
　
北
原
　
　
登

　
副
　
濱
田
　
忠
昭

◇
西
松
町

　
正
　
宮
田
　
武
則

　
副
　
津
山
　
　
昭

　
〃
　
豊
嶋
伊
佐
雄

　
〃
　
角
森
　
敏
弘

◇
ハ
イ
ツ
白
金

　
正
　
阿
河
　
治
則

　
副
　
阿
河
　
光
子

◇
新
富
町

　
正
　
阿
部
　
信
夫

　
副
　
咲
川
　
清
治

　
〃
　
森
下
　
孝
男

◇
新
浜
一
区

　
正
　
坪
田
　
政
則

　
副
　
山
下
　
末
弘

　
〃
　
田
辺
　
留
男

◇
新
浜
二
区

　
正
　
花
田
　
　
守

　
副
　
三
宅
　
将
雄

　
〃
　
中
山
　
博
文

◇
新
浜
三
区

　
正
　
古
川
　
　
渉

　
副
　
山
田
　
時
男

　
〃
　
多
田
羅
善
弘

　
〃
　
木
田
　
泰
行

◇
新
浜
四
区

　
正
　
浜
田
　
英
雄

　
副
　
米
田
　
俊
二

　
〃
　
米
田
　
　
豊

◇
青
葉
町

　
正
　
濱
田
千
恵
子

　
副
　
横
川
　
　
実

　
〃
　
阪
本
　
明
徳

◇
松
風
町

　
正
　
森
井
　
準
一

　
副
　
福
島
　
留
美

◇
学
園
通
り

　
正
　
泉
　
ナ
ツ
子

　
副
　
髙
岡
　
雪
子

　
〃
　
大
浦
　
悦
子

◇
松
風
南

　
正
　
蔵
本
　
重
義

　
副
　
中
村
　
嘉
子

◇
富
士
見
四

　
正
　
白
川
　
盛
幸

　
副
　
好
原
　
基
春

　
〃
　
大
林
　
久
夫

　
〃
　
吉
原
京
三
郎

◇
古
戦
場

　
正
　
吉
原
　
正
平

　
副
　
坂
本
　
英
子

　
〃
　
津
島
　
武
志

◇
西
山

　
正
　
山
本
　
一
俊

　
副
　
山
下
　
勝
久

◇
池
園
町

　
正
　
横
田
　
　
漠

　
副
　
高
木
　
　
茂

　
〃
　
松
本
　
和
美

◇
池
園
南

　
正
　
長
尾
　
訓
男

　
副
　
鎌
田
　
義
弘

◇
小
山

　
正
　
河
内
三
千
尋

　
副
　
山
下
　
政
信

◇
小
山
町

　
正
　
吉
田
　
一
幸

　
副
　
弓
削
　
　
豊

◇
小
山
中
央

　
正
　
尾
立
竹
次
郎

　
副
　
尾
立
　
昭
子

◇
富
士
見
南

　
正
　
茨
　
　
良
徳

　
副
　
川
田
喜
一
郎

　
〃
　
前
場
　
憲
夫

　
〃
　
吉
田
　
　
悧

◇
富
士
見
中

　
正
　
津
郷
　
和
夫

　
副
　
香
川
　
　
稔

　
〃
　
安
井
　
正
夫

◇
富
士
見
北

　
正
　
片
岡
　
　
宏

　
副
　
須
崎
　
達
雄

◇
梅
園
町

　
正
　
並
木
　
文
夫

　
副
　
筒
井
　
　
弘

　
〃
　
松
井
　
　
実

◇
本
町

　
正
　
高
須
　
美
光

　
副
　
多
田
羅
正
利

　
副
　
阿
河
　
　
修

◇
本
町
南

　
正
　
山
下
　
光
男

　
副
　
小
笠
原
幹
夫

　
〃
　
山
ノ
井
香
代
子

　
〃
　
森
田
　
　
久

◇
本
町
北

　
正
　
行
成
　
保
信

　
副
　
中
村
　
寿
夫

　
〃
　
多
田
羅
光
子

◇
寿
町
中
央

　
正
　
角
森
　
冨
彦

　
副
　
浜
田
　
信
夫

　
〃
　
阿
河
　
直
人

◇
鍛
冶
屋
町

　
正
　
多
田
羅
鷲
二

　
副
　
井
上
　
照
也

◇
西
幸
町

　
正
　
小
濱
　
良
一

　
副
　
大
林
　
隆
雄

◇
幸
町

　
正
　
渡
田
　
康
男

　
副
　
広
瀬
　
康
司

　
〃
　
坂
田
　
健
三

◇
文
明
町

　
正
　
小
塚
　
皓
之

　
副
　
金
崎
　
修
一

　
〃
　
圖
子
　
鈴
子

◇
明
神
町

　
正
　
中
川
　
正
孝

　
副
　
大
黒
　
　
猛

◇
宮
下
通

　
正
　
鎌
田
　
義
一

　
副
　
渡
辺
　
俊
員

　
〃
　
多
田
羅
　
昇

　
〃
　
藤
原
　
　
勤

　
〃
　
山
本
　
早
苗

◇
築
港
町

　
正
　
岡
﨑
　
政
人

　
副
　
中
筋
　
　
亨

　
〃
　
谷
口
　
義
正

◇
海
岸
町

　
正
　
中
西
　
守
夫

　
副
　
髙
木
　
正
文

　
〃
　
山
下
　
速
雄

◇
中
央
町
東

　
正
　
丸
岡
　
良
彦

　
副
　
田
中
　
　
実

◇
中
央
町
北
通
り

　
正
　
香
西
　
　
浩

　
副
　
真
砂
　
国
昭

　
〃
　
加
藤
　
芳
明

◇
港
町
北

　
正
　
松
岡
　
　
徹

　
副
　
角
谷
　
正
昭

　
〃
　
綾
　
　
町
子

◇
港
町
南

　
正
　
薄
井
　
正
平

　
副
　
大
山
　
順
子

◇
芝
居
町

　
正
　
堺
井
　
道
夫

　
副
　
奥
村
　
庸
明

　
〃
　
渡
邊
　
菊
子

◇
大
黒
町

　
正
　
髙
原
　
茂
樹

　
副
　
髙
木
　
敏
弘

◇
鉄
砲
町

　
正
　
橋
崎
　
義
夫

　
副
　
須
崎
　
洋
一

　
〃
　
平
尾
　
節
子

◇
自
由
町

　
正
　
山
本
　
紀
七

　
副
　
中
野
　
敏
夫

◇
松
ノ
中

　
正
　
池
田
　
睦
雄

　
副
　
広
瀬
　
　
喜

　
〃
　
黒
川
　
勝
廣

◇
松
ケ
枝

　
正
　
筒
井
　
武
司

　
副
　
堀
井
　
唯
志

◇
東
通
町
東

　
正
　
福
田
　
吉
孝

　
副
　
増
田
　
成
宣

◇
本
通

　
正
　
二
場
　
　
悟

　
副
　
阿
河
　
　
修

　
〃
　
多
田
　
富
子

◇
田
町

　
正
　
西
谷
　
健
二

　
副
　
阿
河
　
昭
光

　
〃
　
山
本
　
正
雄

◇
駒
止
町

　
正
　
樋
口
　
泰
生

　
副
　
中
腰
　
昭
道

　
〃
　
塚
田
　
武
尚

◇
駒
止
町
二

　
正
　
綾
　
　
邦
夫

　
副
　
海
野
　
誠
一

　
〃
　
三
木
　
信
行

◇
西
大
浜
南

　
正
　
松
本
　
茂
美

　
副
　
横
井
　
寿
規

　
〃
　
柴
田
　
文
男

　
〃
　
山
田
　
秀
男

　
〃
　
土
山
　
善
巳

◇
公
務
員
坂
出
住
宅

　
正
　
畠
田
　
宙
充

　
副
　
三
宅
　
英
治

◇
本
町
マ
ン
シ
ョ
ン

　
正
　
岡
田
　
　
穂

　
副
　
北
原
　
　
充

◇
坂
出
第
二
住
宅

　
正
　
出
淵
　
斥
士

　
副
　
岡
田
比
呂
子

◇
西
大
浜
南
香
川
タ
ウ
ン

　
正
　
西
谷
　
卓
也

　
副
　
三
野
　
芳
隆

◇
駅
前

　
正
　
堀
瀬
　
一
男

　
副
　
宮
武
　
繁
一

　
〃
　
山
下
　
良
治

◇
新
京
町

　
正
　
寺
井
　
貞
徳

　
副
　
寺
島
　
　
靖

　
〃
　
髙
岡
　
敬
子

　
〃
　
田
中
千
恵
子

◇
新
町

　
正
　
多
田
羅
良
弘

　
副
　
元
木
喜
千
子

◇
新
開
町

　
正
　
塩
﨑
　
　
宏

　
副
　
荒
木
　
良
平

　
〃
　
塩
崎
　
幸
三

　
〃
　
多
田
羅
保
男

　
〃
　
須
﨑
　
繁
行

◇
天
神
町

　
正
　
大
西
　
　
弘

　
副
　
西
山
　
善
正

◇
久
米
町
マ
ン
シ
ョ
ン

　　
正
　
髙
村
　
淑
子

　
副
　
坂
元
　
敏
人

　
〃
　
浦
谷
カ
ズ
子

◇
久
米
町
西

　
正
　
溝
渕
　
　
厚

　
副
　
高
尾
　
義
行

　
〃
　
森
　
　
　
宏

　
〃
　
佐
藤
　
　
徹

◇
久
米
町
北

　
正
　
和
田
　
弘
行

　
副
　
樋
口
　
正
敏

　
〃
　
髙
木
　
嘉
尚

◇
室
町
北

　
正
　
尾
崎
　
美
幸

　
副
　
小
林
　
勝
廣

◇
京
町
北

　
正
　
藤
原
　
隆
男

　
副
　
山
神
　
隆
次

◇
京
町
マ
ン
シ
ョ
ン

　
正
　
高
橋
　
明
子

　
副
　
塩
崎
　
敏
寛

　
〃
　
今
田
　
洋
子

◇
久
米
町
第
一

　
正
　
大
西
　
　
弘

　
副
　
宮
武
　
辰
彦

　
〃
　
矢
野
　
雅
彦

◇
久
米
町
第
二

　
正
　
山
中
　
光
顕

　
副
　
髙
都
　
孝
一

　
〃
　
丸
岡
　
勝
義

◇
久
米
町
第
三

　
正
　
竹
田
　
　
愈

　
副
　
高
藤
　
勝
義

　
〃
　
門
　
　
　
修

◇
久
米
町
第
四

　
正
　
髙
都
　
和
男

　
副
　
𠮷
田
　
　
勲

　
〃
　
佐
々
木
方
彦

◇
昭
和
団
地

　
正
　
仁
科
　
芳
嗣

　
副
　
山
条
　
公
寿

　
〃
　
片
山
　
　
淳

◇
グ
ラ
ン
ド
ー
ル
昭
和

　
正
　
田
北
　
新
一

　
副
　
山
下
　
孝
仁

　
〃
　
岩
澤
　
修
治

◇
旭
町
南

　
正
　
小
泉
　
　
聰

　
副
　
奈
良
　
健
一

　
〃
　
森
安
　
啓
治

◇
旭
町
北

　
正
　
山
田
　
正
夫

　
副
　
三
木
富
士
夫

　
〃
　
今
井
　
里
美

　
〃
　
福
家
　
資
仁

　
〃
　
井
上
　
廣
孝

　
〃
　
細
川
　
信
博

◇
旭
町
東

　
正
　
山
地
　
𠮷
友

　
副
　
須
崎
　
康
弘

◇
横
津
南

　
正
　
石
井
二
三
男

　
副
　
鈴
木
　
準
一

　
〃
　
阿
河
　
義
仁

　
〃
　
黒
原
　
忠
雄

◇
横
津
北

　
正
　
成
行
　
　
豊

　
副
　
瀬
戸
　
則
夫

　
〃
　
瀬
戸
　
隆
照

◇
東
新
通
町

　
正
　
吉
野
　
　
優

　
副
　
大
前
　
寛
乗

　
〃
　
伊
井
　
義
一

◇
南
新
通
町

　
正
　
難
波
　
寛
之

　　
副
　
山
下
　
春
隆

　
〃
　
山
下
広
一
郎

◇
北
新
通
町

　
正
　
　
﨑
　
文
郎

　
副
　
石
田
　
達
広

◇
中
新
通
町
東

　
正
　
窪
田
　
一
雄

　
副
　
新
川
　
義
一

◇
中
新
通
町
中

　
正
　
黒
田
　
泰
弘

　
副
　
長
田
　
春
雄

　
〃
　
神
成
　
　
章

◇
西
新
通
町

　
正
　
岡
崎
　
和
信

　
副
　
北
川
　
　
洋

　
〃
　
鎌
田
　
敏
夫

◇
笠
山
通
り

　
正
　
森
川
　
美
樹

　
副
　
大
木
　
崇
弘

　
〃
　
中
井
　
秀
明

◇
谷
町
南

　
正
　
福
島
　
達
郎

◇
谷
町
東

　
正
　
中
河
　
哲
郎

　
副
　
多
田
羅
崇
史

　
〃
　
髙
木
　
正
行

　
〃
　
山
地
　
光
男

　
〃
　
大
山
　
末
典

　
〃
　
大
西
　
直
臣

◇
谷
町
西

　
正
　
髙
木
　
良
彦

　
副
　
藤
本
　
茂
樹

　
〃
　
瀬
川
　
秀
治

　
〃
　
吉
田
　
　
　

　
〃
　
山
地
　
輝
明

◇
谷
町
中
央

　
正
　
戸
川
　
　
昭

　
副
　
宮
崎
　
耕
介

　
〃
　
松
岡
　
　
昇

　
〃
　
江
國
　
義
男

　
〃
　
須
崎
　
義
則

西
部

中
央

東
部
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◇
新
谷
町

　
正
　
別
府
　
健
二

　
副
　
山
下
加
代
子

　
〃
　
藤
元
佐
季
子

　
〃
　
菊
野
千
鶴
子

　
〃
　
鈴
木
　
芳
美

　
〃
　
児
玉
　
文
昭

◇
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
昭
和
町

　
正
　
簀
戸
富
美
子

　
副
　
大
山
サ
ツ
子

　
〃
　
細
川
　
朋
良

◇
大
池
町

　
正
　
藤
原
　
恒
徳

　
副
　
鎌
田
　
茂
義

　
〃
　
鎌
田
　
静
夫

◇
大
池
東

　
正
　
田
邊
　
　
勇

　
副
　
林
　
　
宏
行

◇
笠
指

　
正
　
永
田
　
政
幸

　
副
　
北
　
　
愼
一

　
〃
　
森
　
　
幹
生

◇
笠
指
五
区

　
正
　
宮
本
幸
二
呂

◇
福
江
一
中
央

　
正
　
大
林
　
茂
治

　
副
　
中
山
　
　
卓

　
〃
　
前
谷
　
保
孝

◇
福
江
二
北

　
正
　
戸
川
　
義
弘

　
副
　
天
野
　
春
夫

◇
福
江
二
西

　
正
　
岩
藤
　
進
二

　
副
　
大
西
　
哲
彰

　
〃
　
竹
内
　
浩
二

◇
福
江
南

　
正
　
堂
下
　
　
猛

　
副
　
香
川
　
　
勝

◇
福
江
東

　
正
　
井
上
　
勝
之

　
副
　
山
下
　
　
豊

　
〃
　
山
田
　
専
一

◇
福
江
中

　
正
　
中
村
　
　
毅

　
副
　
山
本
　
　
功

　
〃
　
岩
﨑
　
郁
夫

◇
福
江
西

　
正
　
石
田
　
昭
久

　
副
　
伊
賀
　
茂
子

◇
新
開
金
山

　
正
　
若
谷
　
　
猛

　
副
　
山
本
　
　
正

　
〃
　
髙
木
　
敏
明

◇
南
條

　
正
　
三
木
　
　
昭

　
副
　
南
條
　
政
士

◇
江
尻
西
条

　
正
　
北
山
　
　
勲

　
副
　
木
下
　
精
士

◇
江
尻
東
条

　
正
　
山
中
　
啓
治

　
副
　
中
村
　
敏
夫

◇
江
尻
町
中

　
正
　
山
下
　
恭
生

◇
江
尻
新
田

　
正
　
篠
原
　
　
武

　
副
　
田
中
　
清
弘

◇
一
文
字

　
正
　
宇
山
　
俊
昭

　
副
　
網
野
　
信
市

◇
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
江
尻

　
正
　
瀬
尾
　
康
昭

　
副
　
牧
　
　
省
三

◇
金
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
正
　
今
田
　
正
隆

　
副
　
霍
川
　
　
治

◇
新
江
尻

　
正
　
松
岡
　
一
治

　
副
　
山
本
　
省
一

◇
江
尻
北

　
正
　
大
北
　
倍
弘

　
副
　
長
瀬
　
　
稔

　
〃
　
村
井
　
正
博

　
〃
　
岡
尾
　
敏
彦

　
〃
　
塩
崎
　
敏
之

　
〃
　
髙
橋
　
新
吾

◇
原
　

　
正
　
中
村
　
　
昇

　
副
　
中
村
　
文
俊

◇
庄
　

　
正
　
宮
西
　
輝
夫

　
副
　
出
田
　
堯
司

　
〃
　
辻
井
　
治
水

◇
城
山

　
正
　
丸
井
ミ
ス
ミ

◇
大
町

　
正
　
大
塚
　
博
夫

◇
醍
醐
南

　
正
　
荒
井
　
英
敏

　
副
　
塩
入
　
博
行

　
〃
　
田
渕
　
康
夫

◇
醍
醐
北

　
正
　
山
条
　
宏
彰

　
副
　
橋
本
　
　
曠

　
〃
　
大
喜
多
勝
江

◇
八
十
場

　
正
　
中
村
　
康
男

　
副
　
西
尾
　
秀
樹

　
〃
　
宮
脇
　
　
悟

◇
八
十
場
南

　
正
　
大
西
　
守
次

　
副
　
出
口
　
昭
平

　
〃
　
平
井
　
恒
雄

　
〃
　
矢
野
　
富
男

◇
八
十
場
西

　
正
　
上
村
　
安
夫

　
副
　
藤
井
枝
里
子

◇
八
十
場
中

　
正
　
須
崎
　
新
一

　
副
　
山
下
　
良
二

◇
八
十
場
東

　
正
　
藤
本
　
秋
伸

◇
別
宮

　
正
　
木
下
　
　
榮

　
副
　
西
井
　
　
稔

◇
港
一
区

　
正
　
谷
　
　
尚
司

　
副
　
小
田
　
鶴
司

　
〃
　
田
中
　
秀
治

　
〃
　
塩
田
　
武
夫

　
〃
　
津
島
富
美
夫

◇
港
二
区

　
正
　
小
野
　
敏
雄

　
副
　
鳥
井
　
一
彦

　
〃
　
溝
口
　
和
義

　
〃
　
浜
崎
　
　
均

　
〃
　
大
野
　
　
栄

◇
港
三
区

　
正
　
野
角
　
鎭
雄

　
副
　
大
野
　
泰
和

　
〃
　
矢
田
　
信
義

　
〃
　
宮
崎
　
寿
和

◇
港
四
区

　
正
　
大
野
　
忠
由

　
副
　
多
田
羅
雄
幸

　
〃
　
松
永
　
　
稔

　
〃
　
山
下
　
雅
之

　
〃
　
松
尾
　
　
潔

◇
上
林
田

　
正
　
塩
入
　
健
一

　
副
　
野
田
　
邦
郎

　
〃
　
高
尾
亀
太
郎

　
〃
　
楠
　
　
正
弘

◇
新
開

　
正
　
猪
熊
　
光
博

　
副
　
猪
熊
　
又
三

　
〃
　
宮
崎
　
征
士

◇
須
賀

　
正
　
西
尾
　
憲
雄

　
副
　
山
西
　
正
嘉

　
〃
　
細
谷
　
高
一

◇
西
梶
川
原

　
正
　
高
橋
　
義
久

　
副
　
川
井
　
敏
彦

◇
西
梶
川
向

　
正
　
川
井
　
　
侃

　
副
　
小
原
　
忠
美

◇
西
梶
中

　
正
　
大
捕
　
文
男

　
副
　
大
捕
　
英
徳

　◇
総
社

　
正
　
玉
井
　
静
二

　
副
　
渡
邊
　
清
孝

　
〃
　
松
原
　
秀
𠮷

　
〃
　
石
岡
　
英
夫

◇
大
洲

　
正
　
新
居
　
康
弘

　
副
　
大
東
　
　
進

　
〃
　
松
浦
　
　
正

　
〃
　
高
田
　
靖
洋

◇
中
川
原

　
正
　
中
條
　
文
寿

　
副
　
細
川
　
　
昇

◇
東
梶

　
正
　
松
井
　
照
勝

　
副
　
河
井
　
清
堯

　
〃
　
冨
岡
　
利
昭

　
〃
　
野
角
　
明
久

　
〃
　
信
種
　
茂
樹

◇
浜
西

　
正
　
鳥
井
　
勝
彦

　
副
　
猪
熊
　
重
敏

　
〃
　
松
下
　
一
明

◇
浜
中

　
正
　
冨
家
　
洋
三

　
副
　
富
家
　
良
弘

　
〃
　
浜
岡
　
幸
一

　
〃
　
大
倉
　
泰
弘

◇
片
山

　
正
　
松
下
　
　
学

　
副
　
真
鍋
　
　
清

　
〃
　
中
井
　
孝
行

◇
北
庄
司

　
正
　
山
本
　
武
志

　
副
　
武
下
　
儀
信

　
〃
　
福
家
　
英
雄

　
〃
　
谷
　
　
義
春

◇
北
須
賀

　
正
　
猪
熊
　
克
明

　
副
　
猪
熊
　
延
子

　
〃
　
猪
熊
　
一
弘

◇
立
石

　
正
　
松
浦
　
秀
紀

　
副
　
樋
本
　
竹
市

　
〃
　
中
浦
　
新
市

◇
林
田
団
地

　
正
　
山
田
　
藤
春

　
副
　
松
浦
　
　
清

◇
仏
願

　
正
　
山
下
　
敏
昭

　
副
　
来
田
　
宏
志

◇
西
杉
尾

　
正
　
来
田
　
輝
男

　
副
　
末
包
　
　
稔

◇
東
杉
尾

　
正
　
和
木
　
啓
年

　
副
　
和
泉
　
武
周

◇
山
の
神
上

　
正
　
岡
田
　
康
伸

　
副
　
大
川
　
行
信

◇
山
の
神
下

　
正
　
竹
安
　
輝
美

　
副
　
来
田
　
　
清

◇
樋
ノ
本
東

　
正
　
三
木
　
英
二

◇
樋
ノ
本
西

　
正
　
川
井
　
直
樹

◇
鴨
庄
南

　
正
　
高
橋
　
　
實

　
副
　
金
光
　
正
弘

◇
鴨
庄
西

　
正
　
安
藤
　
恒
夫

　
副
　
安
藤
　
公
一

◇
鴨
庄
中

　
正
　
岩
谷
　
　
宏

　
副
　
藤
井
　
数
雄

◇
鴨
庄
北

　
正
　
平
田
　
貴
士

　
副
　
平
田
　
賀
裕

◇
北
山
南

　
正
　
田
井
　
　
堅

　
副
　
池
内
　
　
寛

◇
北
山
北

　
正
　
三
谷
　
和
弘

　
副
　
三
谷
　
俊
博

◇
下
所
東

　
正
　
鎭
西
　
愛
子

　
副
　
新
名
　
弘
章

◇
下
所
西

　
正
　
吉
田
　
定
雄

　
副
　
新
名
　
昌
俊

◇
宮
東

　
正
　
杉
﨑
　
正
則

　
副
　
杉
﨑
　
昌
三

◇
宮
西

　
正
　
宮
西
　
美
伸

　
副
　
宮
西
　
幹
夫

◇
安
藤

　
正
　
藤
原
　
和
子

　
副
　
山
中
　
　
進

◇
安
藤
南

　
正
　
木
村
　
孝
行

　
副
　
川
滝
　
正
人

◇
田
井

　
正
　
篠
原
　
　
巽

　
副
　
河
合
　
迪
子

◇
田
井
北

　
正
　
井
上
　
博
樹

　
副
　
山
下
　
　
健

◇
田
井
西

　
正
　
竹
林
佳
久
三

　
副
　
磯
野
　
　
実

◇
上
氏
部
東

　
正
　
　
　
　
秀
昭

　
副
　
福
家
　
茂
幸

◇
上
氏
部
西

　
正
　
大
美
　
孝
志

　
副
　
鎌
田
　
正
義

◇
大
美
場

　
正
　
光
中
　
広
幸

　
副
　
井
上
　
　
清

◇
大
美
場
二
区

　
正
　
中
川
　
奏
平

　
副
　
森
田
登
志
代

◇
下
氏
部
東

　
正
　
梶
野
　
高
義

　
副
　
渡
邊
　
秀
雄

◇
下
氏
部
中

　
正
　
井
上
　
勝
之

　
副
　
谷
　
　
英
治

◇
下
氏
部
西

　
正
　
土
居
美
代
子

　
副
　
千
田
　
陽
介

◇
松
ノ
縁

　
正
　
樋
口
　
裕
亮

　
副
　
平
田
　
英
夫

◇
牛
の
子

　
正
　
久
角
　
龍
雄

　
副
　
小
田
原
　
勝

◇
鎌
田

　
正
　
桑
島
　
幸
伸

　
副
　
大
捕
　
　
健

◇
浦
城

　
正
　
住
谷
　
一
弘

　
副
　
藤
本
　
宝
造

　
〃
　
鎌
田
　
芳
男

◇
塩
浜

　
正
　
永
井
　
淳
次

　
副
　
藤
本
　
貞
彦

◇
穴
部

　
正
　
鎌
田
　
　
学

　
副
　
坂
口
　
末
子

◇
小
与
島

　
正
　
平
井
　
正
雄

　
副
　
藤
田
　
文
昭

◇
岩
黒

　
正
　
中
村
小
次
郎

　
副
　
岩
本
　
　
太

◇
櫃
石

　
正
　
池
田
　
　
勉

　
副
　
櫃
本
　
一
雄

　
〃
　
池
田
　
弘
明

◇
西
浦

　
正
　
濱
田
　
　
昇

　
副
　
黒
田
　
真
一

　
〃
　
濱
田
　
兼
夫

◇
西
浦
南
一

　
正
　
大
福
　
夘
市

　
副
　
東
條
　
一
一

　
〃
　
山
口
　
石
雄

◇
西
浦
南
部

　
正
　
島
本
　
武
雄

　
副
　
長
谷
川
幸
雄

◇
竹
浦

　
正
　
大
前
　
英
夫

　
副
　
須
鼻
　
博
文

　
〃
　
大
森
　
岳
司

◇
北
浦

　
正
　
中
島
　
末
弘

　
副
　
橋
本
　
昌
樹

◇
本
浦

　
正
　
西
本
　
滿
利

　
副
　
浜
田
　
幸
男

　
〃
　
山
崎
　
康
弘

◇
沙
弥

　
正
　
髙
尾
　
義
明

　
副
　
山
本
冨
貴
男

　
〃
　
溝
渕
　
忠
義

◇
北
前
谷

　
正
　
松
本
　
　
武

　
副
　
植
松
　
孝
史

　
〃
　
片
岡
　
　
等

◇
南
前
谷

　
正
　
尾
﨑
　
　
健

　
副
　
赤
澤
　
正
宏

　
〃
　
羽
床
　
　
傳

◇
赤
尾

　
正
　
山
本
　
　
清

　
副
　
谷
口
　
　
猛

◇
さ
つ
き
ケ
丘

　
正
　
吉
田
雄
一
郎

　
副
　
大
成
い
く
み

　
〃
　
楠
井
　
明
子

◇
新
宮

　
正
　
坂
下
　
正
市

　
副
　
吉
田
　
義
廣

　
〃
　
大
野
　
　
勝

◇
綾
坂
上

　
正
　
橘
　
　
春
男

　
副
　
荒
井
　
謙
次

◇
綾
坂
下

　
正
　
大
江
ハ
ル
子

　
副
　
橋
本
　
謙
二

◇
濃
峰

　
正
　
原
内
　
　
豊

　
副
　
池
内
　
清
利

◇
石
井

　
正
　
石
井
　
　
仂

　
副
　
大
林
　
紀
彦

金
山

西
庄

林
田

加
茂

与
島

府
中

平成21年度　自治会役員一覧　 に な り ま す！】

  担っています。加入されていないかたは、加入しましょう！】
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◇
小
原

　
正
　
山
本
　
定
富

　
副
　
河
崎
　
昭
雄

◇
榿

　
正
　
松
本
　
康
生

　
副
　
松
本
　
　
学

◇
横
山

　
正
　
庵
下
　
純
博

　
副
　
飛
谷
　
武
夫

◇
額

　
正
　
三
木
　
正
信

　
副
　
大
西
　
哲
治

　
〃
　
栗
林
　
秀
則

　
〃
　
吉
原
　
　
徹

◇
本
坊

　
正
　
谷
本
　
英
生

　
副
　
松
浦
　
重
男

◇
迯
田

　
正
　
荒
井
　
安
孝

　
副
　
宮
﨑
　
博
文

◇
城
山

　
正
　
市
村
タ
キ
子

　
副
　
三
谷
　
福
美

◇
本
村

　
正
　
松
本
　
淳
二

　
副
　
上
山
　
紀
昭

　◇
本
村
宿
舎

　
正
　
柴
田
　
幹
男

　
副
　
川
西
　
利
治

◇
本
村
北
谷

　
正
　
福
崎
　
久
男

　
副
　
林
　
　
則
茂

◇
南
谷

　
正
　
松
本
　
正
一

　
副
　
岡
野
　
敬
三

◇
弘
法
寺
南

　
正
　
荒
井
　
亭
幸

　
副
　
河
合
　
文
一

◇
弘
法
寺
北

　
正
　
真
子
　
　
恵

　
副
　
山
口
　
秀
夫

◇
弘
法
寺
中

　
正
　
中
川
　
敬
一

　
副
　
高
木
　
和
昭

◇
弘
法
寺
西

　
正
　
高
木
　
槇
夫

　
副
　
明
石
由
利
子

◇
城
山
団
地

　
正
　
川
上
　
昌
三

　
副
　
中
西
　
寿
好

◇
府
中
団
地

　
正
　
梶
原
　
裕
之

　
副
　
綾
野
　
重
樹

◇
西
福
寺
東

　
正
　
荒
井
　
時
男

　
副
　
原
田
　
文
雄

　
〃
　
田
中
　
　
知

◇
西
福
寺
西

　
正
　
井
上
　
忠
明

　
副
　
木
村
　
義
雄

　
〃
　
大
沢
　
　
勇

　
〃
　
香
川
　
智
紀

◇
県
営
坂
出
府
中
団
地

　
正
　
秋
月
　
智
子

　
副
　
因
藤
　
　
潤

◇
桜
ケ
丘

　
正
　
尾
﨑
　
正
明

　
副
　
真
室
　
実
生

◇
青
山
台
団
地

　
正
　
徳
山
　
　
誠

　
副
　
山
本
　
勝
久

◇
井
手
ノ
上
西
一

　
正
　
好
井
　
孝
司

　
副
　
山
野
　
義
照

◇
井
手
ノ
上
西
二

　
正
　
酒
井
　
昭
夫

　
副
　
長
田
　
伸
一

◇
井
手
ノ
上
中

　
正
　
末
永
　
　
勇

　
副
　
中
井
　
正
三

◇
井
手
ノ
上
東

　
正
　
天
竺
　
義
勝

　
副
　
末
永
　
忠
利

◇
鋳
物
師
屋

　
正
　
喜
田
　
清
己

◇
折
居
一

　
正
　
奈
良
　
幸
子

◇
折
居
二

　
正
　
四
角
　
秀
信

　
副
　
山
本
　
尚
行

◇
折
居
三

　
正
　
三
島
　
正
幹

　
副
　
福
原
　
文
雄

◇
峠
　

　
正
　
喜
田
　
修
弘

◇
北
峰

　
正
　
藤
井
　
和
生

　
副
　
鎌
田
　
　
督

◇
東
山
西

　
正
　
田
淵
　
康
之

◇
東
山
東

　
正
　
山
下
　
英
男

◇
東
春
日

　
正
　
河
野
　
右
二

　
副
　
糸
谷
　
秋
義

◇
円
造
寺

　
正
　
林
　
　
賴
明

　
副
　
大
熊
　
秀
男

　
〃
　
永
井
　
宏
一

◇
山
田
一

　
正
　
好
井
　
謙
治

◇
山
田
二

　
正
　
宮
本
　
　
哲

◇
春
日

　
正
　
杉
村
　
秀
俊

　
副
　
中
山
　
一
臣

◇
春
日
西

　
正
　
真
鍋
　
政
範

◇
六
反
地
一

　
正
　
今
池
　
秀
徳

　
副
　
条
楽
　
　
洋

◇
六
反
地
二

　
正
　
好
井
　
　
勇

　
副
　
好
井
　
麗
子

◇
六
反
地
三

　
正
　
好
井
　
敏
彦

　
副
　
野
方
　
俊
男

◇
昭
和
通
り

　
正
　
谷
本
　
　
博

　
副
　
古
川
　
隆
久

◇
中
原
西

　
正
　
横
井
　
　
進

◇
中
原
東

　
正
　
見
附
　
敏
也

◇
蓮
尺
中

　
正
　
多
田
　
義
隆

　
副
　
市
谷
　
　
博

◇
蓮
尺
南

　
正
　
杠
　
　
節
子

　
副
　
沼
田
　
一
子

◇
蓮
尺
北

　
正
　
山
田
　
昭
則

　
副
　
松
永
　
公
明

◇
下
川
津
山
田

　
正
　
大
林
　
直
記

　
副
　
高
橋
　
　
清

◇
中
塚

　
正
　
佐
藤
　
正
則

　
副
　
河
﨑
　
忠
明

◇
中
塚
第
二

　
正
　
平
野
　
孝
彦

　
副
　
中
村
　
正
夫

◇
弘
光
一

　
正
　
漆
原
　
松
雄

◇
弘
光
二

　
正
　
小
林
　
保
洋

◇
元
結
木

　
正
　
明
尾
　
靖
彦

　
副
　
清
原
　
沢
美

◇
西
原

　
正
　
茶
本
　
恭
弘

　
副
　
藤
本
美
知
子

◇
上
西
原

　
正
　
小
川
　
瑞
穂

　
副
　
木
田
　
　
昇

　
〃
　
加
藤
　
　
博

◇
西
又
一

　
正
　
小
林
　
　
理

　
副
　
松
本
　
茂
夫

◇
西
又
二

　
正
　
藤
本
　
顕
信

◇
西
又
三

　
正
　
藤
本
　
昌
彦

◇
西
又
四

　
正
　
後
藤
　
重
則

◇
小
山
団
地

　
正
　
井
上
　
真
人

　
副
　
久
保
　
秀
夫

　
〃
　
岡
田
　
町
子

◇
下
樋

　
正
　
清
藤
　
勝
久

　
副
　
山
西
登
代
子

◇
あ
け
ぼ
の

　
正
　
河
野
　
英
三

　
副
　
出
渕
　
正
彦

◇
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
川
津

　
正
　
大
東
　
英
正

　
副
　
吉
川
　
幸
夫

◇
下
川
津
本
村
西

　
正
　
佐
古
　
一
博

　
副
　
大
西
　
和
男

◇
下
川
津
本
村
中

　
正
　
出
渕
　
正
美

　
副
　
出
渕
　
忠
教

◇
高
屋
町
塩
口

　
正
　
山
本
　
髙
義

　
副
　
吉
川
　
利
治

◇
〃
沖

　
正
　
三
野
　
康
弘

　
副
　
三
野
　
幸
信

◇
〃
下
所

　
正
　
田
井
千
枝
子

　
副
　
福
井
　
利
和

◇
〃
蚊
渕

　
正
　
東
山
　
茂
夫

　
副
　
三
野
　
澄
男

◇
〃
原

　
正
　
坂
西
　
哲
郎

　
副
　
阪
口
　
勝
之

◇
〃
松
井
南

　
正
　
保
井
　
　
章

　
副
　
阪
口
　
幸
司

◇
〃
松
井
北

　
正
　
増
田
美
佐
子

　
副
　
松
井
　
英
雄

◇
〃
上
屋
敷
西

　
正
　
山
本
　
敏
弘

◇
〃
上
屋
敷
東

　
正
　
橋
崎
　
　
弘

　
副
　
上
乃
　
　
敦

◇
〃
川
原

　
正
　
塩
﨑
　
正
義

　
副
　
宮
井
　
幸
弘

◇
〃
中
屋
敷

　
正
　
小
原
　
邦
彦

　
副
　
三
野
　
公
久

◇
〃
仲
畔

　
正
　
三
野
忠
比
古

◇
〃
東
條

　
正
　
小
野
　
時
弘

　
副
　
田
渕
　
敏
雄

◇
〃
揚
北

　
正
　
東
山
　
利
一

◇
神
谷
町
奥

　
正
　
宮
脇
　
　
進

　
副
　
住
吉
　
正
彦

◇
〃
第
一

　
正
　
山
下
　
忠
義

　
副
　
吉
井
　
光
夫

◇
〃
第
二

　
正
　
綾
野
　
和
雄

　
副
　
穴
吹
　
秀
雄

◇
〃
第
三

　
正
　
川
上
　
蒸
一

　
副
　
𠮷
岡
　
　
優

◇
〃
第
四

　
正
　
吉
岡
　
昭
雄

　
副
　
川
渕
　
公
博

　
〃
　
井
上
　
直
樹

◇
〃
中
所

　
正
　
中
井
　
龍
藏

　
副
　
堀
　
　
一
憲

◇
〃
南

　
正
　
三
谷
　
泰
生

　
副
　
東
條
　
　
豊

◇
青
海
町
向

　
正
　
綾
野
　
清
水

　
副
　
柴
田
　
　
修

◇
〃
上

　
正
　
辻
　
　
　
甫

　
副
　
上
野
　
善
和

◇
〃
中
村

　
正
　
田
中
　
博
史

　
副
　
藤
井
　
正
和

◇
〃
北
山

　
正
　
冨
木
田
　
慧

　
副
　
冨
木
田
茂
美

◇
〃
鎹

　
正
　
谷
本
　
嘉
章

　
副
　
要
　
　
吉
則

◇
大
屋
冨
町
新
川
南

　
正
　
髙
木
　
佳
彦

　
副
　
松
浦
　
建
夫

◇
〃
新
地

　
正
　
谷
澤
　
敏
数

◇
〃
須
加

　
正
　
香
川
　
𠮷
信

◇
〃
須
加
中
央

　
正
　
三
野
　
　
香

　
副
　
髙
橋
　
善
則

◇
〃
須
加
南

　
正
　
香
川
　
　
進

　
副
　
渡
辺
　
　
勝

◇
〃
須
加
北

　
正
　
髙
橋
　
辰
男

　
副
　
北
山
　
博
己

◇
〃
川
端

　
正
　
川
田
　
　
稔

　
副
　
高
橋
　
靖
幸

◇
〃
川
南

　
正
　
中
村
日
出
夫

◇
〃
川
北

　
正
　
松
浦
　
　
稔

　
副
　
山
下
　
秀
夫

◇
〃
谷
西

　
正
　
三
井
　
康
弘

　
副
　
松
浦
　
久
雄

◇
〃
谷
東

　
正
　
松
浦
　
文
博

　
副
　
岡
崎
　
弘
樹

◇
〃
中
南

　
正
　
藤
井
　
康
雄

　
副
　
北
山
　
正
清

◇
〃
中
北

　
正
　
高
橋
　
隆
利

　
副
　
梶
　
　
正
治

◇
東
分
第
一

　
正
　
宮
本
　
利
雄

　
副
　
吉
林
　
浩
二

◇
東
分
第
二

　
正
　
吉
林
　
正
勝

　
副
　
久
保
田
春
雄

◇
南
条

　
正
　
北
条
　
　
強

　
副
　
濵
崎
　
鄕
廣

◇
西
分
第
一

　
正
　
中
井
　
國
廣

　
副
　
吉
原
　
博
光

◇
西
分
第
二

　
正
　
起
　
　
隆
博

　
副
　
向
畑
　
善
富

◇
西
脇

　
正
　
端
　
　
正
義

　
副
　
乃
村
　
通
彦

◇
浜
分
第
一

　
正
　
三
木
　
福
男

　
副
　
久
保
　
俊
彦

◇
浜
分
第
二

　
正
　
東
原
　
重
男

　
副
　
伊
㔟
谷
義
信

◇
木
沢
一
区
西

　
正
　
中
条
　
一
郎

◇
木
沢
一
区
東

　
正
　
藤
井
　
俊
正

　
副
　
古
家
　
敏
男

◇
木
沢
二
区
南

　
正
　
谷
本
　
正
隆

　
副
　
南
木
　
敏
彦

◇
木
沢
二
区
北

　
正
　
西
脇
　
正
雄

　
副
　
石
垣
　
幸
憲

◇
木
沢
三
区
西

　
正
　
田
中
　
員
弘

　
副
　
金
生
　
雅
愛

◇
木
沢
三
区
東

　
正
　
古
家
　
政
晴

　
副
　
古
家
　
政
則

◇
木
沢
四
区
東

　
正
　
北
山
　
定
男

　
副
　
岡
本
　
康
博

◇
木
沢
四
区
西

　
正
　
山
本
　
利
之

　
副
　
北
山
　
正
人

川
津

松
山

王
越

平成21年度　自治会役員一覧 【 一 年 間 お 世 話 　

【自治会は地域住民の日常生活の基礎をなす重要な役割を   
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じんけん愛坊の 人権だよりじんけん愛坊の 人権だよりじんけん愛坊の

少 年 育 成 セ ンター だ より少 年 育 成 セ ンター だ より少 年 育 成 セ ンター だ より

人権だより No.464

　
「『
今
日
か
ら
青
い
目
の
人

は
賢
く
立
派
な
人
で
、
茶
色

い
目
の
人
は
だ
め
な
人

で
す
。』『
茶
色
い
目

で
悪
い
こ
と
を
し
た

子
は
首
輪
を
つ
け

な
さ
い
。』
と
先

生
が
言
い
ま
し

た
。
み
ん
な
も
『
茶

色
い
目
の
子
は
だ
め

な
子
だ
。』
と
思
い
始
め

ま
す
。

　

次
の
朝
、
み
ん
な
が
集
ま
り

ま
し
た
。
集
ま
り
方
が
、
青
い

目
の
グ
ル
ー
プ
と
茶
色
の
目
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
き
の
う
ま
で
な
か
の
い
い

友
だ
ち
だ
っ
た
の
に
、
た
っ
た

１
日
で
急
に
敵
の
よ
う
に
分
か

れ
て
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
の
善
し
あ
し
は

目
の
色
に
は
関
係
な
い
こ
と
が

分
か
り
、
先
生
も
み
ん
な
の
前

で
謝
り
ま
し
た
。」
と
い
う
内

容
の
「
青
い
目
と
茶
色
い
目
」

と
い
う
ビ
デ
オ
を
見
ま
し
た
。

　

僕
は
、
み
ん
な
が
ど
う
し
て

先
生
の
言
っ
た
こ
と
に
素
直
に

従
っ
た
の
か
少
し
不
思
議
に
思

え
ま
し
た
。
青
い
目
を
し
て
い

て
も
悪
い
こ
と
を
す
る
人
や
茶

色
い
目
を
し
て
い
て
も
い
い
こ

と
を
す
る
人
が
い
ま
す
。
そ
れ

は
目
の
色
や
皮
ふ
の
色
に
は
関

係
な
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

先
生
が
言
っ
た
か
ら
、
ル
ー
ル

だ
か
ら
、
み
ん
な
が
し
て
い
る

か
ら
と
い
っ
た
こ
と
だ
け
で
差

別
を
す
る
こ
と
は
い
け
な
い
こ

と
で
す
。

　

で
も
、
自
分
一
人
だ
け
で

は
、
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

間
違
っ
た
行
動
を
し
た
り
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

僕
た
ち
の
学
校
で
は
、
友

だ
ち
の
よ
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け

た
り
、
友
だ
ち
の
こ
と
を
し
っ

か
り
考
え
た
り
す
る
た
め
に

毎
年
「
愛
あ
い
宣
言
」
を
し

て
い
ま
す
。
今
年
の
僕
の
学
級

で
は
「
友
だ
ち
や
自
分
が
う

れ
し
く
な
る
こ
と
を
し
よ

う
。」
と
決
め
ま
し
た
。
み
ん

な
が
な
か
よ
く
で
き
る
楽
し
い

ク
ラ
ス
に
な
る
よ
う
に
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

No.447

　

私
は
、
万
引
き
な
ど
の
犯

罪
は
、
絶
対
い
け
な
い
と
ず
っ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
非

行
防
止
教
室
で
県
警
本
部
の

人
の
話
を
聞
い
て
、
さ
ら
に

「
絶
対
し
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
強
く
な
り

ま
し
た
。

　

犯
罪
に
対
し
て
は
罰
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、「
刑
法
」
と
い
う
重

い
法
律
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
十
二
歳
以
上

の
子
ど
も
が
重
罪
を
犯
す

と
、
少
年
院
に
入
る
そ
う
で

す
。
少
年
院
は
、
親
と
も
友

達
と
も
離
れ
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
と
て
も

厳
し
い
所
ら
し
い
で
す
。
私

は
、
そ
ん
な
所
に
は
絶
対
行

き
た
く
な
い
で
す
。
だ
か
ら
、

子
ど
も
だ
か
ら
大
人
よ
り
罪

が
軽
い
だ
ろ
う
な
ど
と
、
簡

単
に
考
え
て
は
い
け
な
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
犯
行
の
手
口
も
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
ネ
ッ
ト

の
犯
罪
は
、
甘
い
言
葉
で
人

を
だ
ま
し
ま
す
。
ネ
ッ
ト
は
、

顔
が
見
え
な
く
て
分
か
ら
な

い
の
で
、
こ
わ
い
な
あ
と
思

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
非
行
防
止
教
室
を

通
し
て
、
思
っ
た
こ
と
が
二
つ

あ
り
ま
す
。
ま
ず
一
つ
は
、
子

ど
も
だ
か
ら
と
い
っ
て
軽
く
考

え
て
万
引
き
な
ど
の
犯
罪
を

犯
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
ネ
ッ

ト
の
よ
う
に
顔
が
見
え
ず
信

用
で
き
な
い
も
の
に
は
関
わ

ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
ネ
ッ
ト
以
外
で

も
、
も
し
何
か
お
か
し
い
な
、

変
だ
な
と
感
じ
た
時
は
、
す

ぐ
に
家
の
人
に
言
う
よ
う
に

し
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
、
自

分
を
犯
罪
か
ら
守
る
大
切
な
一

歩
だ
と
思
い
ま
し
た
。

「
青
い
目
と
茶
色
い
目
」

　
　
　
　
　
を
学
習
し
て

みんなの広場

「
非
行
防
止
教
室
」

　
　
　
　
で
学
ん
だ
こ
と

　
　
　

　　小  ６年
　　  八郎さん

　　小  6年
　　  治子さん
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櫃石中学校バトミントン部
　僕たち櫃石中学校バドミントン部は、3年生 3
人、2年生 1人、1年生 2人です。全校生の 6
人という少ない人数ですが、だからこそみんなで
仲良く協力して頑張っています。限られた練習時
間の中で、一人一人が考えて行動し、毎日の練
習を全力で取り組んでいます。
　また、僕たちは技術面の向上だけでなく、部
活動を通してマナーや精神面を磨き、人としても
成長していきたいと考えています。自分を磨き、
仲間と支え合いながら、一人一人が自分の目標
に向かってこれからも頑張っていきたいです。

3年　　　　介志

坂出市剣道連盟少年部
　当少年部の育成方針は、「①あいさつをします
②大きな声を出します③キビキビします」です。
モットーは、「継続は力なり」を掲げて稽古に励
んでおります。稽古日は、火・木・土曜日の午
後７時から８時半までで、消防署西側の公園内
にある市民武道場で稽古をしております。
　平成 24 年度から中学校で武道が正式な授
業科目になります。剣道を今から始めるのに良
い機会です。剣道がどんなものか見学・体験
もできますので、稽古日にぜひ道場においでく
ださい。
連絡先　事務局　後藤 仁志（☎46・3521）

瀬
居
町
に
お
住
ま
い
の

橋
本
　 

仁 

造 

さ
ん（
87
歳
）

　
　
　
マ
ス
ヱ
さ
ん（
82
歳
）

　
　
　  

ご
夫
妻
の
お
宅
に

みんなの広場

仁造　瀬居で生まれ育ち、21歳で中国に出征。4年
後復員し、知り合いの紹介で妻に出会いました。

マスヱ　母を早くに亡くし、父に男手一つで育てられ
ました。20歳のときに結婚。2男4女に恵まれ、今
では孫16人にひ孫が18人います。

仁造　結婚後は、妻と二人で延縄漁をしていました。
餌を付けた針を縄の先に取り付け、海に投げ込んで
引き揚げると、スズキ、カレイ、ベラなどが、多い
時には50匹近く捕れるんです。

マスヱ　海に出ると10日間は家に戻れないので、小
さい子どもは一緒に連れていき、背負って漁をして
いました。遊んでいた子どもが舟から海に落ちるこ
ともよくありましたよ。その度、夫が海に飛び込

　み、私が浮き輪を投げ込む…今となっては笑
い話ですが、そのときは必死！！怖くてつらい
ことも多かったですが、二人で力を合わせ、
65歳まで漁を続けました。

健康の秘訣
仁造　妻の勧めてくれる健康食品と好物のバナ
ナですね。

マスヱ　35歳のときに体調を崩して、近くの
年配の方の誘いで四国88ヵ所参りに行きま
した。みんなの話を聞きながら歩くのは楽し
くて、たくさん元気をもらいました。今でも
年に１回は小豆島にお参りに行きますよ。

今の楽しみ
マスヱ　88ヵ所参りの後は健康を取り戻し、ず
っと元気。これもお大師さんのおかげと、と
ても感謝していて、今は瀬居西浦のお大師
さんのお世話をさせてもらっています。毎月
あるお祭りにこられたかたに、お寿司やうど
んを振る舞うのですが、50人分くらい作る
ので、準備はいつも前日から。近所の友達
が手伝ってくれて、準備の時間もとても楽し
いですよ。また、お祭りを心待ちにしてくれ
ている人がたくさんいることも、張り合いに
なります。

仁造　お大師さんのお祭りで近所の友達と話す
ことですね。私もお祭りを心待ちにしている
一人なんです。

結婚後の50年を振り返って

婚暦50年以上の元気なご夫婦（どちらかお一人が80歳以上）を募集します。ぜひ、ご連絡ください。市秘書課広報広聴係（☎４４・５０００）へ募集

スポーツサークル 学 園 広 場



　5月17日、少林寺拳法五達磨会（福島達郎会
長）の会員と保護者が、JR坂出駅南口周辺の清
掃奉仕活動を行いました。歩道や花壇等の草抜
きやごみ拾いを行い、汗を流す拳士たち。きれい
になった花壇には、サルビア等が植えられまし
た。同会では、青少年健全育成の一環として、ま
た、心技体を鍛えるために、毎年開祖デーにちな
んでボランティア活動を行っています。ありがと
うございました。

清掃奉仕活動清掃奉仕活動清掃奉仕活動

　5月21日、作ってみまい「さぬきの郷土料理」
（坂出市社会福祉協議会主催）が、市勤労福祉セ
ンターで開催されました。この事業は、託児ボラ
ンティア付きが特徴で、子育て中の母親14人が
参加。地元有志のかた7人の指導を受けて、地元
の食材を使った「押し抜きずし」、「じゃがいもの
酢の物」などを料理しました。隣の部屋では子ど
もたちが、ボランティアのかたと遊びながら母親
を待ち、完成した料理を全員で味わいました。

さぬきの郷土料理さぬきの郷土料理さぬきの郷土料理

　6月1日から14日まで、第51回水道週間に合
わせてかわつ花菖蒲園の一般開放が行われま
した。訪れたかたは、写真を撮るなどして見ご
ろを迎えた約10万本の色とりどりの花菖蒲を
楽しんでいました。7日には花菖蒲祭が開催さ
れ、会場に設けられたステージで公民館活動の
発表などが行われ、会場を盛り上げました。最
終日の14日には花菖蒲茶会が開催され、お抹
茶が振る舞われました。

かわつ花菖蒲園一般開放かわつ花菖蒲園一般開放かわつ花菖蒲園一般開放
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　6月14日、東部小学校創立百周年記念行事
が、東部小学校で行われました。記念式典の後
には、坂出市出身の小濱妙美氏のコンサートが
行われ、児童も一緒に歌を合唱。元全日本女子
バレーボール監督の吉田国昭氏の記念講演も
あり、会場からは大きな拍手が起こりました。
同校の北庭に設置された記念碑には、夢をはぐ
くみ夢に向かってチャレンジする子どもに育つ
ようにとの思いが込められています。

東部小学校創立百周年東部小学校創立百周年東部小学校創立百周年
　6月9日、坂出育愛館とみどり保育園の園児
44人が、「花の日」にちなんで市役所を訪問
し、花束とメッセージカードをプレゼントしま
した。「花の日」は、日ごろお世話になってい
るかたに花を贈り、感謝の気持ちを伝える日
です。訪れた園児たちは、「お花とカードをど
うぞ！」と花束とカードをプレゼント。その後
大きな声で花の歌も合唱して感謝の気持ち
を伝えました。

花の日プレゼント花の日プレゼント花の日プレゼント

　6月5日、王越小学校で児童21人と王越幼稚園
の園児6人により、ヤゴの引っ越しが行われまし
た。これは、毎年プール開きの前に、命の尊さに
ついて学ぶ同校の行事で、今年で14回目。5･6年
生によるヤゴの捕獲についての説明と実演の後、
落ち葉や泥をかき分け集められたヤゴは2,051
匹。採取したヤゴは、1人1匹ずつ教室で飼育し、
残りは、休耕田を利用したトンボランドや水路に
放たれました。

ヤゴの引っ越しヤゴの引っ越しヤゴの引っ越し

　5月23日、わくわく！さかいでっこ探検隊の陶
芸教室が、中央公民館で開催されました。小学
生24人とその保護者が参加し、茶碗やコップな
ど好きなものを約2時間かけて制作しました。
陶芸用の粘土に水をつけて形にする姿は真剣
そのもの。子どもたちは、父親や母親に手伝っ
てもらいながらへらで形を整えました。作品は、
乾燥・素焼き等の工程を経て、後日制作者に渡
されます。

陶芸教室陶芸教室陶芸教室
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　梅雨の時期には、長く雨が降り続いたり、強い雨
が降ることがあり、そのような時に注意すべき災害
の一つに、がけ崩れや土石流などの土砂災害があり
ます。その土砂災害による被害を防止・軽減するた
めに発表される情報が、土砂災害警戒情報です。
　土砂災害警戒情報とは、それまでに降った雨量お
よびその後の予測雨量等をもとに、県と気象庁が共
同で土砂災害の危険の高まっている市町名を発表
する防災情報です。この情報は、発表されると速や
かに市町に通知され、市町の避難勧告等発令の判
断材料とするとともに、一方ではテレビ・ラジオ等を
通じて皆さんにも伝達され、自主避難の判断材料と

していただくことを目的とした情報です。
　ただし、土砂災害の発生は、それぞれの斜面の表
面や地下の状況等に大きく影響されるため、個別の
発生箇所・時間・規模等は特定できません。ですから、
この情報が坂出市に発表されたことを見聞きしたと
きには、避難勧告等が発令されていなくても、自主的
に斜面から離れた場所への避難をお願いします。
　また、この情報が発表されていなくても、斜面の小
石の落下・亀裂の発生・湧水量の増加、または雨が降
り続く中での河川の水位の急激な低下や、山鳴り等
の土砂災害の前兆現象に気づいたときは、すぐに避
難を開始してください。

　国民年金の加入者は、所得の減少や失業等によ
り保険料を納めることが困難な場合には、それぞれ
の所得に応じ、「全額免除」、「若年者猶予」、「4分
の3免除」、「半額免除」、「4分の1免除」の保険料
免除制度を利用できます。
申請に必要なもの
①印鑑
②被保険者、その配偶者、世帯主で、平成21年1月2
　日以降に坂出市に転入されたかたは、前住所地の
　市町村役場発行の平成21年度所得控除証明書
③被保険者、その配偶者、世帯主で、平成20・21年
　度中に失業されたかたは、雇用保険受給資格者
　証または雇用保険被保険者離職票の写し

代理人による申請について
　被保険者と同一世帯の家族が行う場合、代理人
の本人確認ができるもの（運転免許証等）が必要で
す。また、被保険者と住所が別であるかたが行う場合
には、委任状および代理人の本人確認ができるもの
（運転免許証等）が必要です。

※前年度に「全額免除」または「若年者猶予」が認められ継
続審査が承認されているかたは、新たに申請をしなくても
社会保険事務所で平成21年度の免除審査を行い、後日、結
果通知が送付されるようになっています。

■詳しくは、
    市市民課年金係（☎44・5005　内線155・156）へ

今回は困ったときに覚えておきたい表現です。

7月はなんといいますか？

ジュライ

July!
チーユエ

七月！

わかりません。

 I  don’ t  understand. 
アイ        ドント                アンダスタンド

ウォー      ブージーダオ

我  不知道。

ちょっと待ってください。

 Wait  a  minite. 
         ウェイタ         ミニット

请  稍  等  一下。
チン     シャオ     ダン      イーシィア

日本語

英　語

中国語

たすけて !

Help! 
ヘルプ

救命  阿！
ジィウミン        ア

土砂災害警戒情報について

知っ得情報

平成２１年度国民年
金保険料の

免除申請を受け付
けています

土砂災害警戒情報について

平成２１年度国民年
金保険料の

免除申請を受け付
けています
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月～金曜日 8：30～17：00 市保健課
と　　き と こ ろ

■健康相談

28日（火） 9：30～11：00
 9日（木）14：00～15：30
16日（木）14：00～15：30
23日（木）14：00～15：30
 9日（木） 9：30～11：00
28日（火）14：00～15：30

28日（火）13：45～15：00

 1日（水）13：30～15：00
16日（木）13：30～15：00
 8日（水）14：00～15：00
16日（木）14：00～15：00
22日（水）14：00～15：00

実技「筋力を取り戻そう（ダンベル体操編）」
講話 あなたの骨は元気ですか？
講話 夏場の健康管理～食中毒にご用心～
講話 間違っていない？あなたの薬
実技 高齢者の運動「バランスアップ運動」
実技 高齢者の運動「ウォーキング②」
実技 高齢者の運動ゆるやかコース
            「いすに座ってゆるやか体操」
家族介護教室 美味しく食べて歯ッピーライフ
家族介護教室 高齢者の食事 生活習慣病を防ぎましょう
糖尿病教室「ストレスに負けそうになったあなたへ」
講話 よくある消化器疾患　
講話 らくらくカロリー計算（高血圧症の食事）

運動指導士 渡里 美佳
医師 田賀谷 健一
医師 松本 尚
薬剤師 溝渕 庄児
運動指導士 森 明美
運動指導士 尾島 文子

運動指導士 森 明美

歯科衛生士 青木まゆみ
管理栄養士 林 哲子　
糖尿病内科医長 大工原 裕之
内科医員 桂 明子
管理栄養士 後藤 幸

市民武道場

市民ふれあい
会館

林田公民館
王越町保健センター

市立病院
2Ｆ講堂

市保健課

市地域包括
支援センター
☎44・5091

市高齢介護課
☎44・5090

市立病院
☎46・5131

■健康教室
と　　き 内　　容 講　　師 ところ 問合先

■母子保健行事  ところ  地域保健センター  ☎45・7437
内　　容 と　　き 対　　象

3～4ヵ月児健康診査
1歳6ヵ月児健康診査
2歳児相談
3歳児健康診査
こども相談（要予約）
ことばの相談（要予約）
離乳食講習
子育てサークル
パパママ学級（要予約）

 7日（火）13：15～14：45
16日（木）13：15～14：45
 9日（木） 9：30～11：00
23日（木）13：15～14：45
17日（金） 9：00～15：30
 9日（木）13：30～15：30
 3日（金）10：00～11：30
21日（火）13：30～15：00
12日（日）13：30～15：30

平成21年3月生まれ
平成20年1月生まれ
平成19年7月生まれ
平成17年12月生まれ
子育てに不安のあるかた
言葉の遅れや発音が気になるかた
生後3～４ヵ月
生後3ヵ月～1歳
妊婦さんと家族

14日（火） 13：30～16：30 地域保健センター
と　　き と こ ろ

問合先　市保健課（☎44・5006）
※64 歳以下のかたが対象です。65 歳以上のかたは、
　市地域包括支援センター（☎44・5091）へご相談ください。

■栄養相談（要予約）

■がん検診（要予約）

府中公民館
加茂公民館
地域保健センター

府中公民館

 1日（水）  8：40～10：30
 2日（木）  8：40～10：30
31日（金）  8：40～10：30
13日（月）  9：00～11：00
           13：30～15：00  
 
3日（金）9：00～11：00

胃がん検診
（バリウム検査）

乳がん検診（視触診・
マンモグラフィー検査）

子宮がん検診

種類

40歳以上

40歳以上
（2年に1回）

20歳以上
（2年に1回）

対象者 と　　き と こ ろ

※当番医院のお知らせは（☎45・0199）
　診療時間 9：00～18：00（歯科については 9：00～12：00）

■休日当番医院

富士クリニック
宇多津町（☎49・7 5 7 6）
　

伊藤内科消化器科クリニック
川津町（☎44・1 9 3 0）

つざき内科クリニック
林田町（☎47・0 1 3 0）

うちだ小児科医院
駒止町一（☎46・2 6 2 2）

回生病院
室町三（☎46・1 0 1 1）
坂出市立病院
文京町一（☎46・5 1 3 1）

聖マルチン病院
谷町一（☎46・5 1 9 5）

くわはら医院
宇多津町（☎49・3 2 0 0）
回生病院
室町三（☎46・1 0 1 1）
坂出市立病院
文京町一（☎46・5 1 3 1）
みのりクリニック
駒止町一（☎59・0 0 8 2）
聖マルチン病院
谷町一（☎46・5 1 9 5）

いわた歯科クリニック
旭町一（☎46・5 0 2 6）
あらきデンタルクリニック
室町三（☎59・1 1 8 4）
蔦川歯科医院
元町一（☎46・6 4 8 0）

藤原歯科医院
丸亀市葭町（☎22・4 3 3 7）

 5（日）

12（日）

19（日）

20（祝）

26（日）

日 内科および小児科 外　　科 歯　　科

保健・医療情報 市保健課（☎44・5006）

親子で楽しく遊びましょう♪
と　き　22 日（水）10：00 ～ 11：00
ところ　市民武道場
持ち物　バスタオル、飲み物、
　　　　動きやすい服装
参加料　無料

親子ふれあい体操親子ふれあい体操親子ふれあい体操親子ふれあい体操
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シ
ニ
ア
体
力
測
定

日
時　

7
月
5
日
㈰  

午
前
9
時
〜
正
午

会
場　

中
央
小
学
校
体
育
館

内
容　

握
力
測
定
、前
屈（
長
座
体
前
屈
）、

　
　
　

開
眼
片
足
立
ち
、
棒
反
応
、　

　
　
　

ウ
エ
ス
ト
／
ヒ
ッ
プ
比

参
加
料　

無
料

問
合
先　

市
体
育
課
（
☎
44
・
5
0
2
5
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

日
時　

8
月
8
日
㈯

　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

会
場　

市
カ
ヌ
ー
研
修
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
4
歳
か
ら
の
子
ど
も

　

さ
ん
と
そ
の
保
護
者

定
員　

20
組
（
先
着
順
）

参
加
料　

１
組
1,
5
0
0
円

申
込　

7
月
24
日
㈮
ま
で
に
左
記
ま
で
。

問
合
先　

市
体
育
課
（
☎
44
・
5
0
2
5
）

平
成
21
年
度
会
長
杯

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
男
・
女
）

日
時　

7
月
19
日
㈰  

午
前
8
時
〜

会
場　

ト
ク
ヤ
マ
坂
出
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

問
合
先

　

事
務
局　

木
内
（
☎
46
・
2
7
4
5
）

市
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン･

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
大
会

日
時　

7
月
14
日
㈫

　
　
　

午
後
６
時
〜
約
７
日
間

会
場　

県
営
番
の
州
球
場

参
加
資
格　

メ
ン
バ
ー
に
、
坂
出
商
工
会

　

議
所
会
員
の
従
業
者
が
含
ま
れ
る
チ
ー
ム

問
合
先　

坂
出
商
工
会
議
所　

吉
田
・
横
井
（
☎
46
・
2
7
0
1
）

第
21
回
会
長
杯
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

日
時　

7
月
18
日
㈯  

午
後
5
時
30
分
〜

会
場　

市
立
体
育
館

参
加
資
格　

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
ま
た

　

は
勤
務
者
（
学
生
を
除
く
）

編
成　

男
子
・
女
子
・
混
合
チ
ー
ム
（
編

　

成
は
各
団
体
で
行
う
こ
と
）

参
加
料　

1
チ
ー
ム
2,
0
0
0
円

　
　
　

 
（
当
日
会
場
に
て
）

申
込　

7
月
16
日
㈭
ま
で
に
、
メ
ン
バ
ー

　

用
紙
を
市
立
体
育
館
事
務
室
へ

問
合
先

　

事
務
局　

鎌
田
（
☎
46
・
3
2
6
0
）

第
30
回
坂
出
市
長
杯
少
年
剣
道
大
会

日
時　

7
月
20
日
㈷  

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

会
場　

市
立
体
育
館

対
象　

市
内
在
住
お
よ
び
市
内
の
各
道
場

　

所
属
の
小
・
中
学
生

申
込　

7
月
8
日
㈬
ま
で
に
左
記
ま
で
。

問
合
先　

後
藤
（
☎
46
・
3
5
2
1
）

小
学
生
陸
上
教
室

日
時　

8
月
3
日
㈪
、
6
日
㈭
、
10
日
㈪
、

　

13
日
㈭
、
17
日
㈪
、
20
日
㈭
、
24
日
㈪

　

午
後
5
時
30
分
〜
7
時
30
分

会
場　

県
立
丸
亀
競
技
場
（
丸
亀
市
）

対
象　

小
学
4
年
生
〜
6
年
生

定
員　

50
名
（
先
着
順
）

参
加
料　

2,
1
0
0
円
（
ス
ポ
ー
ツ
安
全

　

保
険
加
入
希
望
の
か
た
は
別
途
6
0
0
円

　

が
必
要
）

申
込　

７
月
3
日
㈮  

午
前
9
時
〜

　

申
込
書
に
参
加
料
を
添
え
て
、
直
接
左

　

記
ま
で
。

問
合
先　

県
立
丸
亀
競
技
場

（
☎
21
・
5
8
0
0
）

小
学
生
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室

日
時　

８
月
4
日
㈫
、
7
日
㈮
、
11
日
㈫
、

　

14
日
㈮
、
18
日
㈫
、
21
日
㈮
、
25
日
㈫

　

午
後
3
時
〜
5
時

会
場　

県
立
丸
亀
競
技
場
（
丸
亀
市
）

対
象　

小
学
4
年
生
〜
6
年
生

定
員　

50
名
（
先
着
順
）

参
加
料　

2,
1
0
0
円
（
ス
ポ
ー
ツ
安
全

　

保
険
加
入
希
望
の
か
た
は
別
途
6
0
0

　

円
が
必
要
）

申
込　

７
月
6
日
㈪  

午
前
9
時
〜

　

申
込
書
に
参
加
料
を
添
え
て
、
直
接
左

　

記
ま
で
。

問
合
先　

県
立
丸
亀
競
技
場

（
☎
21
・
5
8
0
0
）

平
成
21
年
度
海
橋
35
号
作
品
募
集

募
集
作
品　

短
歌
（
五
首
）、
俳
句
、

　
　
　
　
　

川
柳
（
七
句
）、
詩
、
短
文

参
加
料　

短
詩
形
1,
5
0
0
円

　
　
　
　

短
文
2,
0
0
0
円

　
　
　

※

作
品
と
一
緒
に
納
入

申
込　

7
月
31
日
㈮
必
着
で
左
記
ま
で
。

問
合
先　

坂
出
市
文
芸
協
会　

多
田
羅

（
☎
46
・
5
3
5
7
）

平
成
21
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

　

高
校
卒
業
後
、
最
も
早
く
パ
イ
ロ
ッ
ト

に
な
れ
る
航
空
学
生
、
部
隊
で
活
躍
し
な

が
ら
曹
に
な
れ
る
一
般
曹
候
補
生
、
自
分

の
技
術
・
体
力
を
磨
き
活
躍
す
る
2
等
陸
・

海
・
空
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

自
衛
隊
丸
亀
地
域
事
務
所

（
☎
23
・
6
4
2
0
）

航空学生

一般曹
候補生

２等
陸・海・空士

高卒（見込含む）で、
平成 22 年 4 月 1 日現在
18 才以上 21 才未満

平成 22 年 4 月 1 日現在
18 才以上 27 才未満

平成 22 年 4 月 1 日現在
18 才以上 27 才未満

8月１日（土）
　　 ～ 9 月 11 日（金）

8月１日（土）
　　 ～ 9 月 11 日（金）

　　　随時
　　　8月１日（土）
　　　～ 9月 11 日（金）

1次　9月 23 日（祝）
2次　10 月 17 日（土）
　　　　　 ～ 22 日（木）
3次　11 月 14 日（土）
　　   ～ 12 月 18 日（金）
1次　9月 19 日（土）
2次　10 月 8 日（木）
　　　　　 ～ 15 日（木）
受付時にお知らせします。

9月 27 日（日）・28 日（月）

区分 応募資格 受付期間 試験日

男子　 

女子　 

月7月7月7

ス
ポ
ー
ツ

募
　
　
集

くらしの情報
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平
成
21
年
度　

放
送
大
学
学
生
募
集
（
10
月
入
学
）

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
21
年
度
第
2
学
期

（
10
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
か
た
が

学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

出
願
締
切　

8
月
31
日
㈪

問
合
先　

放
送
大
学
香
川
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
7

・

8
3
7

・

9
8
7
7
）

第
27
回
ち
び
っ
こ
冒
険
学
校 

参
加
者
募
集
！

日
時　

8
月
1
日
㈯
〜
2
日
㈰ （
1
泊
2
日
）

会
場　

愛
媛
県
土
居
町
「
浦
山
川
」

内
容　

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
冒
険
（
清
流

　

歩
き
、
滝
登
り
、
ロ
ー
プ
で
谷
渡
り
な

　

ど
）・
サ
バ
イ
バ
ル
体
験

参
加
料　

6,
0
0
0
円

（
食
費
、
交
通
費
、
お
よ
び
保
険
料
を
含
む
）

対
象　

小
学
生
3
年
生
〜
中
学
校
2
年
生

定
員　

20
名
（
先
着
順
）

説
明
会　

7
月
24
日
㈮ 

　
　
　
　

善
通
寺
市
民
会
館
に
て

申
込
・
問
合
先　

ち
び
っ
こ
冒
険
学
校
実

　

行
委
員
会　

佐
藤
（
☎
22
・
0
0
3
6
）

源
氏
物
語
講
座

日
時　

7
月
5
日
㈰  

午
前
10
時
〜

会
場　

大
橋
記
念
図
書
館

講
師　

香
川
大
学
名
誉
教
授佐藤　

恒
雄　

氏

坂
出
囲
碁
研
修
会　

は
じ
め
て
の
か
た
歓
迎

日
時　

7
月
12
日
㈰  

午
前
9
時
〜

会
場　

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

人
権
学
習
講
座

日
時　

7
月
9
日
㈭  

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　

川
津
文
化
セ
ン
タ
ー

講
演　
「
小
学
校
に
お
け
る
人
権
同
和
教
育

　

に
つ
い
て
」

　
講
師　

中
央
小
学
校
校
長　

唐
木  

裕
志  

氏

問
合
先　

市
社
会
教
育
課

（
☎
44
・
5
0
2
6
）

第
11
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

日
時　

7
月
26
日
㈰

　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

会
場　

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

　
　
　

福
祉
会
館

内
容　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
・
車
イ
ス
体

　

験
・
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
等

対
象　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
か
た

問
合
先　

坂
出
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
46
・
5
0
7
8
）

善
通
寺
看
護
学
校
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

日
時　

7
月
18
日
㈯
、
8
月
29
日
㈯ 

　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
2
時

会
場　

善
通
寺
看
護
学
校
（
善
通
寺
市
）

内
容　

看
護
技
術
体
験
、
公
開
講
座
、
学

　

校
紹
介

対
象　

男
女
問
わ
ず
看
護
に
興
味
の
あ
る

　

か
た
お
よ
び
将
来
看
護
師
を
目
指
す
か
た

参
加
料　

無
料

申
込　

7
月
8
日
㈬
ま
で
に
左
記
ま
で

　
　
　
（
当
日
参
加
も
可
）

問
合
先　
（
独
）国
立
病
院
機
構
善
通
寺
病
院

　

善
通
寺
看
護
学
校
（
☎
62
・
3
6
8
8
）

東
山
魁
夷
せ
と
う
ち
美
術
館

第
１
期
テ
ー
マ
作
品
展

会
期　

7
月
15
日
㈬
ま
で

開
館
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

休
館
日　

月
曜
日

入
場
料　

一
般
3
0
0
円

　
高
校
生
以
下
・
満
65
歳
以
上
の
か
た
は
無
料

問
合
先　

県
立
東
山
魁
夷
せ
と
う
ち
美
術
館

（
☎
44
・
1
3
3
3
）

関
節
リ
ウ
マ
チ
講
演
会

日
時　

7
月
25
日
㈯  

午
後
2
時
〜
4
時

会
場　

丸
亀
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
丸
亀
市
）

講
演　
「
関
節
リ
ウ
マ
チ
と
周
辺
疾
患
」

　

高
松
平
和
病
院
副
院
長　

真
鍋　

等　

氏

　

※

講
演
終
了
後
、
療
養
相
談
あ
り

参
加
料　

無
料

問
合
先　

Ｐ
Ａ
ほ
の
ぼ
の
会　

藪
内

（
☎
22
・
8
8
8
8
）

「
膠
原
病
」
医
療
講
演
会

日
時　

7
月
26
日
㈰

　
　
　

午
前
9
時
40
分
〜
（
12
時
終
了
予
定
）

会
場　

香
川
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　

   （
高
松
市
）

内
容　

宇
多
津
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
香
川
大
学

　

や
岡
山
大
学
医
学
部
の
講
師
・
准
教
授

　

に
よ
る
講
演
、
総
合
討
論

参
加
料　

無
料

問
合
先　

全
国
膠
原
病
友
の
会

　

香
川
県
支
部
事
務
局　

三
好

（
☎
0
8
7

・

8
8
5

・

2
8
4
9
）

　

支
部
長　

吉
原

（
☎
0
9
0

・

7
5
7
4

・

4
6
3
8
）

こ
う
げ
ん
び
ょ
う そ 

の 

他

広告募集中広告募集中広告募集中

くらしの情報

　掲載を希望される場合は、「坂出市広報誌
広告掲載申込書」に必要事項を記入の上、印
刷用見本と併せて発行日の40日前までに市秘
書課までお申込みください。申込書は市のホ
ームページからダウンロードできます。
■詳しくは、市秘書課 （☎44・5000）へ

これが1枠ですこれが1枠ですこれが1枠です

1枠30,000円/月
2枠をつなげて使用することもできます

催
　
　
し

市のホームページで広告を募集しています。（http://www.city.sakaide.lg.jp/）
1枠　20,000円／月
■詳しくは、市企画課（☎44・5001）へ
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月
の
水
道
当
番
店その他＝元、本、寿、白金、御供所、宮下、八幡、常盤、築港、中央、坂出、新浜、池園、花、青葉、文京、富士見、瀬居、沙弥、番の洲、沖ノ浜、西大浜北・南

市民美術館
☎45・7110　開館時間9：00～17：00（入館は16：30まで）

書の美　IN SAKAIDE  2009
　会派という垣根を越えて香川県内から選抜さ
れた書家による漢字、仮名、前衛、近代詩文、篆
刻などの書道作品約80点（予定）展示します。
奥深い書の世界をご堪能ください。
　会　期　7月4日（土）～7月19日（日）　月曜休館
　入館料　無料
　

「夏の山野草展」
　7月18日（土）～7月19日（日）最終日は16:00まで
「坂出市立東部中学校  美術部展」
　7月27日（月）～8月2日（日）初日は12:00～
　　　　　　　　　　　　 最終日は15:00まで

市民ギャラリー  かもめ
☎44・5057　開館時間7：30～19：00（土・日・祝 8：30～17：15）

市民ホール
☎45・1505　休館日　毎週火曜日

12
25
26

日
土
日

行　　事　　名曜日
ピアノ発表会
カワイ音楽教室発表会
　　　〃

区
　域

日
大池、小山、川津 その他

小林水道
46・5977
中山住設
46・4427
山田管工業
46・1894
小林水道
46・5977
中山住設
46・4427
山田管工業
46・1894

藤沢住設
46・2192
ナニワヤ
46・5656
田中水道
46・2807
中川設備機器
46・2901
高倉工業所
46・3057
山田水道
46・3794

鈴木設備商会
46・2021
長尾環境設備
46・3863
森崎工業
46・1371
中條電機水道
46・4261
旭電機水道
46・2898
松岡水道
46・4602 

林田、高屋、
神谷、大屋富、
青海

大信総業
46・1372
光産業
46・5096
十河電機水道
47・0328
ナカトミ
47・0729
大信総業
46・1372
光産業
46・5096

西庄、加茂
府中

王
越

キ
ト
ロ
工
業
所　

４
２
・
０
１
２
６

旭
電
機
水
道　

４
６
・
２
８
９
８

綾川水道
48・0538
藤堂設備
48・2860 
昇栄水道
48・0358
高橋産業
46・4984 
綾川水道
48・0538 
藤堂設備
48・2860 

1～ 5日

6～10日

11～15日

16～20日

21～25日

26～月末

駒止、笠指、京、
室、旭、横津、入
船、昭和、久米、福
江、谷、江尻

５月１日～３１日

市の施設情報

（ご遺族の希望により掲載しています）

図書館
☎45・6677　火～金  9：00～18：00　土・日・祝  9：00～17：00
休館日　6日（月）、13日（月）、21日（火）、27日（月）、31日（金）

夏のイベント特集は、5ページ参照。

ブ
ロ
ー
ド
ア
レ
イ・

　
　  

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

  

小
路 

幸
也 

著

タ
ロ
ッ
ト
の
迷
宮

  

小
笠
原 

慧 

著

菊
池
寛
急
逝
の
夜

  

菊
池 

夏
樹 

著

（移動図書館）

地　区
府中
松山
島しょ部
加茂
瀬居
林田
西庄
川津
王越
府中
東部

金山・江尻
中央

7日
14日
28日
1日
8日
15日
22日
2日
9日
16日
3日
10日
17日

と　き

火

水

木

金

映画の会
わらべうたであそぼう
紙芝居の会
ゆりかごおはなし会
紙芝居の会
天体観察会・日食
映画の会
紙芝居の会
天体観察会・夏の星座
坂出こども茶道教室
天体観察会・太陽黒点
映画の会
ぱそこん寺子屋
ブックスタート

4日（土）
8日（水）
11日（土）
14日（火）
18日（土）
22日（水）

24日（金）

26日（日）
28日（火）
29日（水）
毎週火・土
7日（火）

14：00～
11：00～
14：00～
10：30～
11：00～
  9：30～
14：00～
14：00～
19：30～
10：00～
10：00～
14：00～
  9：00～
13：30～

・
納
期
限
は
7
月
31
日
㈮
で
す
。

・
市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

・
お
支
払
い
は
便
利
な
口
座
振
替
で
。

今月の
納税
今月の
納税
今月の
納税

固
定
資
産
税…

…
…
…

2
期

国
民
健
康
保
険
税…

…

1
期

介
護
保
険
料…

…
…
…

１
期

後
期
高
齢
者
保
険
料…

１
期

櫃石
岩黒
与島
小与島

「橋を渡ってきんちゃい津山！」展
～岡山県津山市の文化、物産、
　観光情報を伝えます～（場所：地域保健センター）
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市総務課
（☎44・5002）

勤労福祉センター
（☎46・2463）

市農業委員会
（☎44・5013）

商工会議所
（☎46・2701）

市社会福祉課
（☎44・5007）

障害者生活支援センター・ピア
瀬戸療護園内

（☎56・3070）
子育て支援センター
みどり保育園内

（☎44・3930）
金花保育園内

（☎46・8747）
市建設課

（☎44・5011）
高齢者職業相談室

（☎44・5030）

社会福祉協議会
（☎45・1133）

中央公民館相談室
（☎46・5511）

少年育成センター
（☎46・2777）

相  談  名 と     き と  こ  ろ
15日（水）
10：00～15：00
15日（水）
10：00～15：00
10日（金）
9：00～11：00

15日（水）
13：00～16：00
10：00～16：00
13：00～15：00
10：00～15：00
13：00～16：00
13：00～16：00
毎週（月）～（金）
8：30～17：00

第1（火）
13：30～15：30
第2（火）
9：30～11：30

第4（火）
13：30～16：30

毎週（月）～（土）
9：00～17：00

毎週（月）～（金）
9：00～17：00

毎週（月）～（金）
8：30～17：00

毎週（月）～（金）
9：00～16：00

毎週（月）～（金）
9：30～15：00

第3（木）
13：30～16：00
毎週（水）
9：30～12：00

毎週（火）・（木）・（土）
8：30～17：00

第2・4（土）（要予約）
9：00～12：00

毎週（月）～（金）
8：30～17：00

　病院のすぐ近くにありな
がら、今までなかなか登る機
会がなかった角山に、先日
初めて登りました。登山口か
ら 30 分弱で山頂に着きまし
た。高さ（184m）は飯野山の半分以下ですが、町中
から見上げる高さの印象以上に山頂からの眺望は
素晴らしく、まさに坂出が眼下に一望のもとです。
　山頂からの景色は北側と南側の両方から楽しめま
す。聖通寺山よりもこちらの方が高いこと、鎌田池の
実際の大きさや形、JR の線路のカーブの具合、街の
中での位置関係など、普段の視点で分かりにくいこと
があらためて次 と々認識できて、いつまで眺めていて
も飽きません。16 年間坂出に勤めていますが、何だか
新しい坂出を発見したようで、妙に感動を覚えました。
　山頂からの景色以外にも、登る途中でも楽しめる
ことがあります。角山は県内によくある里山の一つ
で、「森林浴」という程の大げさな山ではありません
が、山道で枝葉のざわめきを聞きながら木々の下を
歩いていると、何とも気持ちが安らいできます。
　山道の空気は、排気ガスなどが含まれる町中の
空気よりはるかに体に優しいですし、樹木の香りが
心を落ち着かせて、リラックスさせてくれます。この
香り成分は、樹木が発散するフィトンチッドという物
質で、夏場には発散量が多くなり、人の免疫力を高
める効果が期待されています。

252

角山から坂出再発見！

相談あれこれ

～市立病院糖尿病内科医長　大工原裕之～

行政相談

人権相談

定例農業相談

記帳指導相談
ＩＴ相談（要予約）
労務相談
金融相談
商工業者法律相談
経営相談（要事前申込）

家庭児童・女性相談

アルコール相談

障害児（者）支援相談

身体障害者生活支
援相談

育児相談

高齢者住宅相談

高齢者職業相談

福祉総合一般相談

法律相談（弁護士相談日）

社会保険労務士相談

交通事故相談

交通事故相談
（弁護士相談日）

教育相談

※事前に福祉総合一般相談を受けてください

飛
行
雲
仰
ぐ
手
庇
樟
若
葉

青
空
に
丹
塗
り
の
社
風
光
る

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
一
山
滑
空
桐
さ
く
や

春
昼
や
入
江
に
揺
蕩
ふ　

舟

の
ど
け
し
や
昔
話
の
相
模
坊

バ
ス
停
は
寺
の
名
称
花
は
葉
に

神
苑
に
八
十
路
の
花
を
惜
し
み
け
り

江
尻
町

久
米
町

宇
多
津
町

江
尻
町

京

町

青
葉
町

江
尻
町

起　

豊
子

鎌
田
千
雅
子

柴
村
貞
美

杉
崎
佳
奈
代

洲
崎
ヒ
サ
ヱ

鈴
木
貞
子

木
下
チ
エ
子

囀
や
吽
の
狛
犬
仔
を
か
か
え

新
緑
に
朱
色
の
社
鎮
ま
れ
り

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
空
借
り
切
っ
て
花
の
昼

山
肌
に
鯉
連
な
り
て
鍬
の
音

狛
犬
を
春
風
撫
で
る
い
つ
く
し
ま

花
吹
雪
道
を
違
え
て
し
ま
い
け
り

切
岸
や
天
に
舞
ひ
立
つ
花
吹
雪

駒
止
町

福
江
町

西
庄
町

江
尻
町

江
尻
町

寿

町

寿

町

豊
嶋
明
代

中
村
ゆ
き
子

野
本
喜
美
子

樋
田
行
雄

樋
田
ま
ゆ
み

前
田
幸
子

前
田
吾
迷

～こころの散歩道～ 俳 句

て　
ひ
さ
し 

く
す

に　
　

ぬ

や
し
ろ

た
ゆ
と

い
か
だ

さ
え
ず
り

う
ん

こ
ま

こ
ま

や
し
ろ

く
わ



（応募者多数の場合は抽選）

表 裏

VOL.3

今
月
の

優

今
月
の

優

今
月
の

優

対　象　平成20年1月～平成20年3月生まれのお子さん
申　込　お子さんの名前、住所、生年月日、保護者の氏名、連絡先、メッセージ（24字以内）を明記の上、下記まで。
問合先　〒762-8601　坂出市室町二丁目3番5号
　　　　 市秘書課広報広聴係（☎４４・５０００） 

アイドル
募集中 ！
アイドル
募集中 ！
アイドル
募集中 ！ 応募締切 7月10日（金）必着

ヤギのくうちゃんかいちゃんが保育所へきたよ

　　小  4年
　　  克仁さん

　　小  6年
　　  葵さん

　　中  3年
　　  智史さん

　　幼  5歳児
　　  勇磨ちゃん

　　保  5歳児
　　  彩乃ちゃんスケーターでお散歩　楽しいな♪

　これは柄頭といって、刀の柄の先端に付け
られたもので、古墳時代のものと考えられて
います。
　表裏には、怒った顔の獣が力強いタッチで表
現されており、高さ６㎝ほどの小さい物なが
ら、迫力が感じられます。
　この文様は、表面に掘ったくぼみに他の材
料をはめ込む「象嵌」という技法で造られて
おり、この柄頭の場合、素材である鉄に、獣
の目の部分には金が、それ以外には銀がはめ
込まれています。

さかいでむかし旅

鉄地金銀象嵌獣面紋大刀柄頭
（鎌田共済会郷土博物館蔵  県指定有形文化財）問合先　市社会教育課  （☎44･5026）

　

昭和17年（1942）
92.46km
珊瑚樹
桜・コスモス

市 制 施 行
市 の 面 積
市  の  木
市の花木・草花

2

も
う
す
ぐ
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
る
ね
♥　  希美ちゃん     　　　

のぞみ

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル

　　  凌太朗ちゃん     　　　
りょうたろう

元
気
で
大
き
く
育
っ
て
ね
。

※広報に掲載された写真は、希望者に差し上げます。お気軽に市秘書課（☎44・5000）までお申し出ください。

編
集
・
発
行
　
坂
出
市
総
務
部
秘
書
課

〒
762 -8601　

香
川
県
坂
出
市
室
町
二
丁
目
３
番
５
号（
☎ ４４・５０００）

死亡 45人
（－24）

世帯数
21,826 世帯（7）

火災
2件

救急
286件

（
5

）
月

交通事故 61件
（死者0人）

転出 154人
（－101）

出生 40人
（1）

転入 126人
（－203）

56,213 人（－33）
26,740 人（－19）
29,473 人（－14）

6月1日現在
（ ）は前月比

人 口
男
女

かつひとあおいさとし

ゆうま あ や の

てつ  じ  きん ぎん ぞう がんじゅうめん もん た ち  つかがしら

24

　　  結衣ちゃん   　　　  
ゆい

ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
と
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
！

C
u
t
e
な
結
衣
♥

ぞう がん

つかがしら


